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概要書
研究意義
「行列簿記は企業分析の有用なツールである」ことを示すのが、本論文の研究意義であ
る。砕けた表現をすれば、ご存知である複式簿記の考えはそのままに形を数学の行列に変
えた理論（＝行列簿記）があって、その理論は企業分析の有用なツールであり活用すべき
であることを、具体例を交え示すことが、本論文の研究意義である。
行列簿記は私のオリジナルではない。先行研究は1950年代に始まる。行列簿記が何たる
かは本論文の本文に譲るが、ここで強調したいのは、行列簿記は従来の複式簿記にはない
利点があることである。本論文では行列簿記の利点として、一覧性と数学の利用を挙げて
いる。利点があるならば、なぜ行列簿記は今日普及していないのかと皆さんは疑問を抱く
はずである。行列簿記が普及しなかった理由をいくつか推測できる。その一例として、当
時はコンピュータ技術が未発達であり、行列簿記の理論と並行しては実用化に至らず埋も
れてしまったからであることが挙げられる。他にも理由を挙げられるが、ともかく行列簿
記は有用な理論であるにもかかわらず、不幸にして埋もれてしまった理論である。繰り返
しになるが、この埋もれた理論である行列簿記が企業分析の有用なツールであることを提
示することが、本論文の研究意義である。
本研究と先行研究を比べた本研究の意義を述べていく。まず私が先行研究で最も参考に
したのが越村 [2] [3]（他越村著作）である。なぜなら、越村による行列簿記の形式が企業分
析に一番適しているからである。越村が果たした業績は行列簿記の基本的な土台を築いた
ことにある。しかし残念ながら越村は研究半ばで亡くなってしまったため、企業分析とし
ては不完全な部分もある。よって、簡潔にいえば、行列簿記の基本的土台を築いたのは越
村であり、今や行列簿記は埋もれた理論となっているが、その有用性に着目し、越村が完
成に至らなかった実用的な企業分析の研究に着手したのが私となる。
結論を先に述べれば、研究課題は残るものの、本論文で研究意義は達成できた。ただし、
この達成は、先行研究と比して研究が進展したことをもって、単に私が判断したにすぎな
い。確かに、本論文によって、実際に行列簿記は企業分析に適用できたため有用といえる。
しかし、本来、有用であるかは、第三者によって本論文が評価され、行列簿記が企業に導
入されることが望ましい。よって、より多くの人が行列簿記に興味を持ち、本論文を読ん
でくれることを期待する。
なお、研究意義は上記のとおりであるが、本論文にはいわば副次的研究意義が二つある。
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第一に、行列簿記の認知度を高めることである。すなわち、行列簿記の有用性を世の人々
に理解してもらう啓蒙的な面がある。また会社経営における財務情報の在り方についても
言及していく。第二に、数学の行列利用を広げることである。すなわち、新たな行列利用
の手法を提示する学術的な面がある。この啓蒙性と学術性の２つにも注目して本論文を皆
さんに読んでもらえれば幸いである。
本稿の構成
本論文は、全４章で構成されている。各章の概要は以下に述べるとして、ここでは各章
の関係について述べる。簡潔にいえば、起承転結となっている。まず起として、1行列簿記
の基本事項では、本論文を理解するのに必要最小限の知識を述べる。次に、承として、2行
列簿記の有用性は、起である前章と転である次章の橋渡しとなっている。すなわち、前章
を踏まえ、どのような行列簿記の活用が望ましいのかを本章で考察し、実際に行列簿記を
活用する次章につながるようになっている。続いて、転として、3行列簿記による企業分析
は本論文のメインであり、今までの流れを受けて具体例を示し、研究意義を果たす。最後
に、結として、3行列簿記の今後の展望では、各章の総括をするとともに研究課題や行列簿
記の未来を述べる。
1　行列簿記の基本事項
本章では、行列簿記を全く知らない人でも本論文が理解できるように必要最低限の行列
簿記に関する知識を提示する。「行列簿記とは何か？」*1という観点から、本章では基本事
項として、まず1.1歴史的経緯を述べる。企業分析を行うにあたって行列簿記の先行研究を
おさらいしたのち、本論文での行列簿記の定義を定める。次に、1.2フォーマットを論じ
る。誤解を恐れずいえば、行列簿記は複式簿記を数学の行列に置き換えたものに過ぎな
い。本論文では複式簿記と対照しながら、行列簿記を説明する。なお、本論文における行
列簿記の基本事項は先行研究の単なる焼き直しではない。先行研究は改めて体系化し、３
章の行列簿記による企業分析につながるようになっている。最後に、上記２つ以外にも補
足すべき事項として、1.3その他の基本事項を述べる。
2　行列簿記の有用性
本章では、行列簿記の利点と欠点に触れたあと、有用な行列簿記の活用法について考察
する。行列簿記の利点は一覧性と数学の利用である。行列簿記は数学の行列形式をとるこ
*1 くどいので割愛するが付録 A（P56）に喩えを用いた章立てを書いた
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とで勘定間の関係を分かりやすく視覚的にとらえることができる。また数学的に処理がし
やすく、今までにない分析も可能となる。一方、行列簿記の欠点として２種類の欠点を述
べる。解消可能な欠点と解消不能な欠点の２つである。解消可能な欠点については、行列
簿記を扱ううえで工夫さえすれば解消可能であり、その工夫を述べる。解消不能な欠点
は、行列簿記の利用上生じるものであるが、本論文で一番大きいのは、情報不足から行列
簿記の計算を行えない場合である。しかし、この欠点は、行列簿記が使えないことを意味
しない。むしろ、次の、いかに行列簿記を活用していくかにつながってくる。行列簿記は、
いわゆる財務会計的な分析よりも管理会計的な分析になじむ。これより、行列簿記は外部
の分析には適さず、内部の分析になじむ。
3　行列簿記による企業分析
本章では、実際に行列簿記による企業分析の計算例を示す。表題と章の名称が同じであ
ることからも分かる通り、本章が本論文のメインである。本章は、大きく３節からなる。
産業連関分析、線形計画法、統計学との融合の３つである。行列簿記は数学の行列の形式
をとっており、従来とは違った分析、違った光の当て方ができるという考えが、３つの分
析において共通の考えとしてある。いずれも先行研究では手付かずの新領域を含む。
産業連関分析では、行列簿記を産業連関表に類似させ分析を行う。よって、行列簿記を
数式化し、複数期にわたる計算を試みている。期中の取引が安定であると仮定し、勘定間
には一定の関係があるとして、計算している。これにより、今後の経営状況を簡単ながら
分析できる。
次に、線形計画法では、ご存じ線形計画法を行列簿記上において行った。本論文では、
当期純利益を目的関数とし、経営者の戦略に応じ、制約条件を設け計算を行った。線形計
画法は従来から経営戦略に用いられているが、行列簿記を用いれば、財務諸表全体・全社
的な分析が可能なことに意義がある。
最後に、統計学との融合であるが、こちらは産業連関分析と線形計画法に比して、自由
度の高い分析となっている。具体的な計算例を示すことはできなかったが、行列簿記と統
計学を融合して考えられる分析を列挙している。例えば、行列簿記において数学的に加減
がしやすいことを利用し、従来とは違った角度で時系列分析やセクショナル分析が可能と
なる。また行列簿記の形式を利用して、勘定間の相関関係を利用した分析、また相関関係
を応用したモンテカルロ法が有用である。
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4行列簿記の今後の展望
本章は、２つのパートからなる。１つは、今までの総括と研究意義について述べるパー
トである。もう１つは、行列簿記の課題と今後の展望を述べるパートである。
前者においては、各章をまとめて、研究意義が達成されたと結論づけている。本論文で
は、行列簿記の再考察に加え、先行研究にない行列簿記による企業分析を実際に計算例を
用いて示しているので、行列簿記が企業分析の有用なツールであることを十分に示せたと
結論づけている。これに関しては、自負するところであり、あとは読者の評価に任せたい。
後者の、行列簿記の課題であるが、２つある。１つは、行列簿記が有用であることを前
提に、あとは市民権を得ることである。もう１つは、１つ目と並行するが、行列簿記の理
論を拡充するとともに実例を増やすことである。本論文は、その一助にすぎず、今後とも
行列簿記研究の進展が望まれるところである。そして、展望として、行列簿記が企業分析
のツールとして当たり前となる日が来ることを望む。
iv
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はじめに
皆さんは行列簿記をご存じだろうか？ おそらく初耳の方が圧倒的に多いであろう。では
行列簿記とは何なのか？ おそらく、勉強されている方は簿記というと「あのいつもの簿
記」を考えるだろう。すなわち、複式簿記と呼ばれている「あのいつもの簿記」である。こ
れから述べる行列簿記は、複式簿記と全く異なるものではない。誤解を恐れずにいえば
「行列簿記は、複式簿記の貸借を数学の行列に置き換えた簿記」といえる。ここで皆さん
は「わざわざなんでそんなことをするの？」と考えるだろう。無論、複式簿記は500年以上
の実績があり、その体系はほぼ完全といえる。しかし、行列簿記には、複式簿記にない独
自の利点がある。本文で詳しく述べるが２点あり、一覧性と数学的な計算の利用である。
日本における行列簿記の第一人者は越村信三郎氏であるが、残念ながら行列簿記の 体系
を完成させる半ばで亡くなられてしまった。その後、後継者もおらず、国内外問わず行列
簿記を研究する者もいなかったので、行列簿記の研究は中断されてしまった*2。行列簿記
には独自の利点があるものの、現在では埋もれてしまった理論になっている。
今回、私がこの行列簿記に注目したのには、三つの理由がある。第一に、行列簿記の持
つ利点がこのまま埋もれるにはもったいないからである。コンピュータ技術が発展した
今、行列簿記の計算は容易なのだから、なおのこともったいない*3。第二に、学問として行
列簿記は、私にとって格好の題材であるからである。すなわち、行列簿記を理解するには、
会計学・経済学・数学の知識が必要であるが、私は数学を用いて経済学を学びたいと考え
大学生活を送り、幸い大学院で会計学も学んでいる身なので、行列簿記は学問として格好
の題材だからたである。また、行列簿記は新しい理論を打ち立てるので、ある種の独自性
が必要であり、苦労も多いが、研究意欲が私を駆り立てた。第三に、テーマ研究という修
士論文にはない気軽さのためである。私は行列簿記に対して学問的な魅力を感じている
が、世間がそうとは限らない。行列簿記を修士論文として、更には博士論文として研究し
続けるにはリスキーかもしれない。その点、テーマ研究は制約が少ないので私の自由にで
きる。以上が私が行列簿記に注目した理由であるが、私は故越村氏の遺志を引き継いで行
列簿記を体系的に完全なものとして世に知らしめたいと考えている。
本論文の研究意義は、「行列簿記は、企業分析の有用なツールである」ことを示すことで
*2 企業分析に資する行列簿記の理論を打ち立てた研究者は、国内外を問わず、現在に至るまで越村氏一人だけだったと私
は認識している。
*3 実は、越村氏とその賛同者により行列簿記を用いるコンピュータ会計への足取りがあったが、理論構築者の越村氏が亡
くなったため、その足取りは途絶えてしまった。
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ある。砕けた表現をすれば、ご存知である複式簿記の考えはそのままに形を数学の行列に
変えた理論（＝行列簿記）があって、その理論は企業分析の有用なツールであり活用すべ
きであることを具体例を交え示すことが、本論文の研究意義である。本論文では、先行研
究では手付かずの新領域を含む産業連関分析、線形計画法、統計学との融合の３つを具体
的に示すことで研究意義の達成を目指している。
結論を先に述べれば、研究課題は残るものの、本論文で研究意義は達成できた。ただし、
この達成は、先行研究と比して研究が進展したことをもって、単に私が判断したにすぎな
い。確かに、本論文によって、実際に行列簿記は企業分析に適用できたため有用といえる。
しかし、本来、有用であるかは、第三者によって本論文が評価され、行列簿記が企業に導
入されることが望ましい。よって、より多くの方が行列簿記に興味を持ち、本論文を読ん
でくれることに期待する。
なお、研究意義は上記のとおりであるが、本論文にはいわば副次的研究意義が二つある。
第一に、行列簿記の認知度を高めることである。すなわち、行列簿記の有用性を世の人々
に理解してもらう啓蒙的な面がある。また会社経営における財務情報の在り方についても
言及していく。第二に、数学の行列利用を広げることである。すなわち、新たな行列利用
の手法を提示する学術的な面がある。この啓蒙性と学術性の２つにも注目して本論文を皆
さんに読んでもらえれば幸いである。
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1 行列簿記の基本事項
本章では、行列簿記を全く知らない人でも本論文が理解できるように必要最低限の行列
簿記に関する知識を提示する。本論文は起承転結の全４章から構成され、はじめの起承２
章を使って「行列簿記とは何か？」*4を説明するが、起の本章では基本事項として1.1歴史
的経緯と1.2フォーマットを論じる。また上記２つ以外にも補足すべき事項として、1.3そ
の他の基本事項を述べる。
1.1 行列簿記の歴史的経緯
本節では、「行列簿記とは何か？」における歴史的経緯を論じていく。企業分析を行うに
あたって行列簿記の先行研究をおさらいしたのち、本論文での行列簿記の定義を述べる。
1.1.1 先行研究
日々の取引を記録する方法として簿記が発明され、今日、複式簿記が定着している。起
源は諸説あるものの、1494年のルカ・パチョーリが最古の文書である。それ以来、少なく
とも500年もの伝統を複式簿記は有することになる。無論、複式簿記は体系的に非の打ち
どころがほとんどない。ただし500年も複式簿記のみに依存しているのも、おかしな話で
ある。そこで登場するのが行列簿記である。後々、詳述していくが行列簿記は複式簿記に
はない独自の利点をもっている。では行列簿記はいつごろ生まれ、どのように今日に至っ
ているのか？
行列簿記の歴史（先行研究）は大きく三つに区分できる。第一区分は、19世紀末から20
世紀初期の単に将棋盤を模した時期である。第二区分は、1950年代から1970年代の近代的
な行列の理論を意識的に会計学にとりいれようとした時期であり、最盛期でもある。第三
区分は、1980年代以降の衰退時期である。
また行列簿記の区切りとして、越村信三郎が構築した行列簿記の理論（初本は1967 [2]）
と越村以外に二分できると私は考えている。越村と越村以外に二分する理由は、越村以外
は企業分析に不適だが、越村は適しているからである。具体的には、越村以外の行列簿記
は行列の形をしているものの、期首・期末合計欄がないなど工夫が足りていない。なお、
越村の研究期間はおおよそ1967年から1983年であるので、先の三つの区分では、第二区分
に主に属す。
*4 くどいので割愛するが付録 A（P56）に喩えを用いた章立てを書いた
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越村の行列簿記は次節以降で説明するので、以下では先ほどの区分および越村以外につ
いて説明していく。なお、越村以前の先行研究については、越村 [3]に詳述されているの
で、興味のある方はそちらを参照していただきたい。
実は複式簿記に代わる記帳法を研究した人は全世界で今日に至るまでわずかである。ま
ず第一区分であるが、19世紀末から20世紀の初期にかけてイタリアのロッシ、スイスの
ヒューグリ、ゴンベルク、ドイツのデーベスらが現れた。ただし彼らは簿記を古い将棋盤
型の表式を取り扱うにすぎなかった。
近代的な行列の理論を意識的に会計学に取り入れようとしたのは、レオンチェフの産業
連関分析を受けて、1950年以降、すなわち、第二区分以降である。海外では、1960年前後
に、アメリカのマテシッチ [4] [5] [17]、リチャーズ [17]、ケメニー、シュライファー、スネ
ル、タムスンが現れ、コー コラン [17]、ゲッツらが続いた。日本では、1970年前後に、吉田
良三、河部守弘、松尾憲橘、伏見多美雄、井尻雄士、高寺貞男、石田甫、黒沢清、藤田芳夫
ら数名の名が挙げられる。しかし、国内外問わず彼らの行列簿記は企業分析のツールとし
ては前述したように不十分なものであった。もっとも、この第二区分が、行列簿記研究の
最盛期であった。
以後、第三区分（1980年～）であるが、残念ながら研究は衰退してしまった。越村も病気
を患い1988年に亡くなってしまい、後継者もいなかった。もちろん越村氏が亡くなられた
後も行列簿記に関する論文は少ないもののいくつかあるが、越村氏の二番煎じであり、越
村氏の枠を抜け出していない。
参考までに2013年２月25日現在、CiNiiで「(行列 ＆ 簿記) OR (マトリ ＆ 簿記)」と日本の
論文（全文）検索すると全部で46件ヒット*5し、その内訳は、1950年から1959年は０件、
1960年から1969年は10件、1970年から1979年は22件、1980年から1989年は２件、1990年か
ら1999年は５件、2000年から2007年（最終起稿と思われる）は7件となっている。近年では
起稿が増えているが、これは資金会計理論において三式簿記との関係から行列簿記が注目
されているからである。
このように今や研究が断絶してしまったと言っても過言ではない行列簿記であるが、後
述するように、その有用性は失われない。この埋もれた理論である行列簿記を再発掘し、
より有用な理論として位置付けるのが、本論文の意義となる。
*5「バランス　スコア　カード」では 719件ヒットであるから、いかに行列簿記がマイナーであるかが分かる。なお、バ
ランスト・スコアカードは、キャプランとノートンが 1992年に発表した業績評価システムである。
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1.1.2 行列簿記の定義
本論文での行列簿記の定義として、越村 [2] [3]を参考に、
従来の複式簿記のように取引を借方と貸方の左右に仕訳する方式にかえて、それ
を縦と横との行列に配列し、１枚のチャートで仕訳帳と元帳と試算表と損益計算書
と貸借対照表とを同時にあらわし、企業活動におけるストックとフローの演算を数
学上の行列 (マトリクス)と行列式 (デターミナント)とでおこなうこと のできるしく
みをもった簿記
と定義する。
このような定義を私がとる理由は、行列簿記による企業分析を行う際に、上記の定義を
満たす形式の行列簿記が必要となるからである。すなわち、本論文を読み進めるうちに明
らかとなるが、企業分析を行う際に、形式として貸借合計欄や次期繰越欄が付与されてい
ることをはじめ、必要な形式を具備していなければならない。逆に、越村以前の行列簿記
は、企業分析のツールとしては不十分であった。越村 [3]の言葉を借りれば、
これらの人びとの体系を検討してみると、先駆的ですぐれた論点もあるが、その
形式や勘定科目の配列にかなりの差があり、また再生産の連続性に不可欠の期首残
高欄を無視しているものが多く、またそれがあっても置き場所が不適当で、取引の
解明をじゅうぶんにおこなうことができないからである。
となる。
1.2 行列簿記のフォーマット
本節では、例えば、複式簿記の仕訳記入が行列簿記ではどうなるかといったように、行
列簿記のフォーマットを説明していく。もちろん、行列簿記のフォーマットは越村 [2] [3]
に譲ることも可能である。しかし、本論文に記載、しかも付録でなく本文に記載すること
とする。本論文に記載する理由は、行列簿記の理論が読者にとって身近でないからである
とともに、越村 [2] [3]は出版本であり容易に入手できないからである。付録でなく本文に
記載する理由は、内容が越村 [2] [3]の単なる焼き直しではないからである。本論文には、
越村 [2] [3]が行っていない研究を含む。そのため新たな補足や若干の修正が必要となる。
また越村 [2] [3]のは、例えば勘定科目に見られるように1970年代の会計学であるため、用
語が今と違うものもある。よって、行列簿記のフォーマットを本論文の本文に記載してい
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くが、本論文を読む分には越村 [2] [3]にあたる必要はない。行列簿記に興味をもって、よ
り知りたいという方が越村 [2] [3]にあたれば十分である。なお、越村 [2] [3]への加筆・修正
のなかでも重要な点は、その都度指摘していく。
1.2.1 行列簿記のイメージ
図 1 行列簿記のイメージ
行列簿記を説明するにあたって、九九に喩えることで、そのイメージを掴んでいただき
たい。すなわち、複式簿記は2×3 = 6といった九九のカード、行列簿記は九九のカードを
まとめた表と喩える。今、（借方）現金100（貸方）資本金100を考えると、2×3 = 6を九九
の表で、図1（上図）において、縦の列である2の段と横の行である３の段が交差するとこ
ろに６が位置するように、（借方）現金が２の段に、（貸方）資本金が３の段に、金額であ
る 100が九九の答え６に対応する。
ここで勘の良い人は、2×3 = 6を九九の表で考えるうえで、縦の列である２の段と横の
行である３の段ではなく、２の段と３の段の割り当てを逆にして、縦の列である３の段と
横の行である２の段では駄目なのかと疑問に思うかもしれない。もちろん、そのような考
えも誤りではない。しかし、ここでは訳あって、2×3 = 6を縦の列である２の段と横の行
である３の段に割り当て、（借方）現金を２の段に、（貸方）資本金を３の段に対応させて
いる。この理由は後述（1.2.5貸行借列法と借行貸列法　P11）するとして、ここでは以下の
ように理解してもらいたい。九九の表が、縦の列に１の段、２の段・・・と並び、ここが
（借方）に対応し、勘定科目が入る。一方、横の行に１の段、２の段・・・と並び、ここが
（貸方）に対応し、勘定科目が入る。そして行列の交差するところに仕訳の金額が記入され
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る。よって、注意すべきは、2×3 = 6と2×3 = 6が区別されるように、（借方）現金100（貸
方）資本金 100と（借方）資本金 100（貸方）現金 100は区別される。
1.2.2 行列簿記と単式簿記・複式簿記・三式簿記・多元式簿記との関係
行列簿記のイメージが分かったところで、気になる人もいると思うので、本小節では、
行列簿記と単式簿記・複式簿記・三式簿記・多元式簿記との関係について述べる。なお、単
式簿記・複式簿記・三式簿記・多元式簿記が何たるかを詳述するつもりはない。あくまで行
列簿記との関係について二点述べる。
第一に、まず述べたいのは、行列簿記は次元の話ではなく、表式の話である。すなわち、
単式簿記・複式簿記・三式簿記・多元式簿記はそれぞれ次元の違いである一方、行列簿記はむ
しろそれらの表式として数学の行列を用いる。ここで私が言いたいのは、行列簿記は三式簿
記や多元式簿記の仲間ではないことである。先の行列簿記のイメージのとおり、複式簿記が
九九のカード、行列簿記が九九の表のカードという関係であり、両者は表式の違いとなる。
第二に、本論文では、複式簿記の表式を数学の行列したものを行列簿記と位置づける。
より具体的に述べると、行列簿記は、従来の複式簿記における二元の仕組み（貸借の考え・
勘定）はそのままに、取引を借方と貸方の左右に仕訳する方式にかえて、それを縦と横と
の行列に配列したものとなる。
なお、複式簿記が行列簿記で表せるのは分かっているが、単式簿記らも行列簿記で表せ
るどうかかは定かではない。西口 [16]は三式簿記も行列簿記で表現可能と考えている。そ
れぞれの次元で計算方法を含め、行列簿記の可能性を探ることは興味深い研究であるが、
本論文では、まずは複式簿記と行列簿記（二元）に話を限定して論じていく。
1.2.3 簡単な取引例
実際に具体例を用いた方が理解しやすいので、以下のような簡単な取引例を考える。
 ４月１日　ある個人Aが現金 100を資本金に営業を始めた。
 ４月 10日　Aは甲から商品を現金 100で仕入れた。
 ４月 20日　Aは乙に商品 100を売り現金 120を受け取り 20の売却益を得た。
 ４月 30日　今月の売却益を資本金に組み入れた。
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図 2 簡単な取引例　４月１日
まず４月１日であるが、仕訳は（借方）現金100（貸方）資本金100である。先ほどの考え
に従って、まず（借方）現金は縦の列、次に（貸方）資本金は横の行であり、その交差する
ところに金額の 100が図 2（上図）のように記入される。
図 3 簡単な取引例　４月 10日
次に、４月10日を考える。仕訳は（借方）商品100（貸方）現金100である。ここでも同様
にして、まず（借方）商品は縦の列、次に（貸方）現金は横の行であり、その交差するとこ
ろに金額の 100が図 3（上図）のように記入される。
なお図3では引き続き４月１日の（借方）現金100（貸方）資本金100が記入されたままと
なっている。このように行列簿記は自由に切り貼りすることができる。ここでは取引が累
積しているという意味で引き続き４月１日を残した。
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図 4 簡単な取引例　４月 20日
続いて、４月20日を考える。仕訳は（借方）現金120（貸方）商品100、売却益20である。
今回の仕訳は（貸方）が商品100、売却益20と2項目になっている。しかし、（借方）現金
120の金額を100と20に分解することで、今までと同様に、まず（借方）現金は縦の列、（貸
方）商品は横の行であり、その交差するところに金額の100が図4（上図）のように記入さ
れる。次に（借方）現金は縦の列、（貸方）売却益は横の行であり、その交差するところに
金額の 20が図 4のように記入される。
図 5 簡単な取引例　４月 30日
最後に、４月30日であるが、仕訳は（借方）売却益20（貸方）資本金20であり、同様にし
て、図 5（上図）のように記入される。
1.2.4 MBチャート
越村 [2] [3]では、前節の図で見られるような行列簿記の表をMBチャート（Matrix
Bookkeeping Chart）と呼んでいる。行列簿記の定義を再掲するが、
従来の複式簿記のように取引を借方と貸方の左右に仕訳する方式にかえて、それ
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を縦と横との行列に配列し、１枚のチャートで仕訳帳と元帳と試算表と損益計算書
と貸借対照表とを同時にあらわし、企業活動におけるストックとフローの演算を数
学上の行列 (マトリクス)と行列式 (デターミナント)とでおこなうこと のできるしく
みをもった簿記
のように、越村 [2] [3]の行列簿記は数学の行列演算ができることを想定している。本論文
でも、MBチャートとともに行列演算を積極的に利用していくため、本小節では、MB
チャートについて説明していく。
図 6 MBチャート　行
まず、数学上の行列では横のラインのことを行と呼ぶが、同じく行列簿記でも行と呼ぶ
（上図 6）。前小節で説明したように、行は貸方項目となる。
図 7 MBチャート　列
同様に、縦のラインのことを列と呼び、列は借方項目となる（上図 7）。
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図 8 MBチャート　ボックス
一例として、第４行と第２列の交点にあたるボックスを（4; 2）ボックスと表現する（上図
8）。（借方）社債／（貸方）社債償還益といった（借方）負債／（貸方）収益の取引では、こ
のボックスに金額が記入される。
図 9 MBチャート　一般形
これを一般的に表現すると、n行m列のボックスは（n;ｍ）ボックスとなる（上図 9）。
1.2.5 貸行借列法と借行貸列法
ここで1.2.1行列簿記のイメージ（P6）で保留にしていた借方を列に、貸方を行にとる理
由を説明する。行列と貸借の組合わせとしては、次の２つが考えられる。
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図 10 貸行借列法
１．
たい
貸
ぎょう
行
しゃく
借
れつ
列法：貸方を行に借方を列にとった行列簿記（上図 10）。
図 11 借行貸列法
２．
しゃく
借
ぎょう
行
たい
貸
れつ
列法：借方を行に貸方を列にとった行列簿記（上図 11）。
図 12 貸行借列法と借行貸列法の転置
本論文では、前者の貸行借列法をとっている。ここで、後者の借行貸列法を採用しても、
数学的に不都合はない、すなわち単に転置しているにすぎない（上図12）ため、支障はな
い。しかし、以下の３つの理由から、前者の貸行借列法をとる。１つ目は、座標変換と整
合的であるからである。２つ目は、取引の物質的な流れと整合的であるからである。３つ
目は、レオンチェフの産業連関分析と整合的であるからである。１・２番目の理由の詳細
は越村 [2] [3]に譲るとして、本論文では、３番目の理由が大きい。本論文では、行列簿記に
よる企業分析として、産業連関分析を利用するため、整合的である方が望ましい。
1.2.6 ストック・フローチャートの流れ
この節では、MBチャートの勘定のフロー（増減）の見方を説明する。
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図 13 ストック・フローチャートの流れ
ご存じの通り、複式簿記の貸借は、図 13（上図）のようになるから、
図 14 ストック・フローチャートの流れ２
行列簿記では、図 14（上図）のように読むことができる。
1.2.7 純益欄の設定
ここでまた本稿の行列簿記の定義を再掲すると、
従来の複式簿記のように取引を借方と貸方の左右に仕訳する方式にかえて、それ
を縦と横との行列に配列し、１枚のチャートで仕訳帳と元帳と試算表と損益計算書
と貸借対照表とを同時にあらわし、企業活動におけるストックとフローの演算を数
学上の行列 (マトリクス)と行列式 (デターミナント) とでおこなうこと のできるしく
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みをもった簿記
であるが、実は今までのMBチャートでは、“１枚のチャートで仕訳帳と元帳と試算表と損
益計算書と貸借対照表とを同時にあらわし”を満たしていない。よって、以下では今まで
に示したMBチャートを拡張していく。
図 15 純益欄
まず、今までのMBチャートで６番目の行列に位置する場所に、収益の費用の純額であ
る損益欄を加える（上図15）。これは複式簿記の知識がある方なら分かるように決算振替
のうちの資本振替となっている。もちろん損益振替も行列簿記上でできるが、純益欄では
省略し、損益振替については後述（1.2.12MBチャートの色々な型　P18）する。
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1.2.8 借方合計欄・貸方合計欄の設定
図 16 借方合計欄・貸方合計欄
続いて、損益欄の次に、それぞれの勘定の借方合計欄・貸方合計欄を加える（上図16）。
これは名前の通り、それぞれの勘定の借方および貸方合計となっている。別の言い方をす
れば、純益欄までの借方合計欄は列和、貸方合計欄の行和となっている。よって、借方合
計欄・貸方合計欄には、それぞれの勘定科目の貸借のグロスでの合計額が記入されている。
図14（P13）で前説したように、例えば、１列目の借方資産に注目すると、この列は資産の
増加であり、（7; 1）ボックスの7,400は、この合計を意味する。一方、１行目の貸方資産は、
資産の減少であり、（1; 7）ボックスの5,800は、この合計を意味する。なお、（7; 7）ボックス
の10,900は、借方合計欄・貸方合計欄の合計となっている。これが複式簿記と同様に貸借
が一致していることが確かめられる。
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1.2.9 次期繰越欄の設定
図 17 次期繰越欄
続いて、借方合計欄・貸方合計欄の次に、それぞれの勘定の純額である次期繰越欄を加
える（上図17）。借方合計欄・貸方合計欄が、それぞれの勘定科目の貸借のグロスでの合計
額であるのに対し、その差額であるネットの値が次期繰越欄に記入される。例えば、前節
で、借方資産の合計額が7; 400、貸方資産の合計額が5,800と説明したが、この差額7,400－
5,800=1,600が（8,1）ボックスに記入される。ここで、（1,8）ボックスではなく、（8,1）ボッ
クスに記入されるのは、借方＞貸方であるからである。よって、負債に注目すれば、借方
負債の合計額が1,100、貸方負債の合計額が1,500であり、借方＜貸方であるから、その差額
1,500-1,100=400が（8,2）ボックスではなく、（2,8）ボックスに記入される。純資産も同様で
ある。ここで、資産・負債・純資産はストック項目であるから次期に繰り越されるが、収
益・費用はフロー項目であるから次期には繰り越されない。
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1.2.10 前期繰越欄の設定
図 18 前期繰越欄（当期）
図 19 前期繰越欄（次期）
続いて、前期繰越を最初の行列に加える。当期の次期繰越欄は、次期の前期繰越欄であ
り、当期 (上図18）と次期（上図19）を図示して説明する。当期 (図18）であるが、当期から
創業したとして、ここでは前期繰越は０である。さて、次期繰越欄の数字が次期のMB
チャートの前期繰越欄に引き継がれることになる。それが次期（図19）である。ここで、
他の欄は当期と同様に記入した。以上の繰り返しで行列簿記が作成される。
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1.2.11 行列簿記と複式簿記の関係
図 20 行列簿記と複式簿記の関係
行列簿記と複式簿記の関係は図20（上図）のようになっている。これで本稿での行列簿
記の定義
従来の複式簿記のように取引を借方と貸方の左右に仕訳する方式にかえて、それ
を縦と横との行列に配列し、１枚のチャートで仕訳帳と元帳と試算表と損益計算書
と貸借対照表とを同時にあらわし、企業活動におけるストックとフローの演算を数
学上の行列 (マトリクス)と行列式 (デターミナント)とでおこなうこと のできるしく
みをもった簿記
のうち、“１枚のチャートで仕訳帳と元帳と試算表と損益計算書と貸借対照表とを同時に
あらわし”の部分が理解できたはずである。
1.2.12 MBチャートの色々な型
実はMBチャートの型は上述した以外にも作成方法次第で他の型も存在する。しかし、
基本的な形としては、越村 [3]によれば、４種類紹介されている。能率型、古典型、流線型、
混合型の4種類である。今まで説明してきたものは能率型と呼ばれるものである。詳述は、
越村 [3]に譲り、ここでは本稿に必要な事項だけ説明する。ここで、本稿で最初に能率型を
説明した理由は、越村 [3]で述べられているように、「営業上の純益を算出するうえにおい
ていちばん簡便なモデル」であり、貸借合計も複式簿記と整合的であるからである。逆に、
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古典型、流線型、混合型は貸借合計が複式簿記と整合的ではない。これは、1.2.7純益欄の
設定で保留にしていた損益振替を行列簿記で処理する工夫のためである。では、この処理
が邪魔かというとそうではない。本論文の3.1産業連関分析では古典型の方が計算しやす
いことがある。よって、古典型も本論文で使うため、以下に説明する。なお、流線型・混合
型は本論文で使わないため説明しない。
図 21 損益欄
古典型といっても基本的な形式は今まで説明してきた能率型と同じである。根本的に違
うのは、能率型での1.2.7純益欄の設定で、先述した損益振替の部分である。よって、ここ
では純益欄に代わり、損益欄として改めて説明する。今までの能率型の純益欄（図15　
P14）と違い、古典型の損益欄は図21（上図）である。損益欄に損益振替が処理されてい
る。この損益欄の分だけ貸借合計が増減する。
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図 22 古典型MBチャート
古典型のMBチャートを示したのが、図22（上図）である。能率型の図19（P17）と対応
させて作成した。留意点は貸借合計欄がないことである。これは前述した通り、損益振替
のため複式簿記と整合的ではなく、フロー項目の合計額が意味を持たないからである。そ
の代わり、最終の行列に合計欄を設けた。そして、もう１つ留意すべきは、次期繰越が能
率型と違うことである。能率型では貸借の行列の縦横がそろっていたが、古典型は能率型
に比べてねじれている。資産を例にとって説明すると、能率型では、借方資産の合計額
9; 000、貸方資産の合計額5; 800の差額9; 000－5; 800 = 3; 200が次期繰越として資産の借方
に記入されたが、古典型では、借方資産の合計額9; 000、貸方資産の合計額5; 800の大きい
額9; 000が、合計として、(1; 80)(80; 1)ボックスに記入され、差額9; 000－5; 800 = 3; 200は次
期繰越として (1; 70)ボックスに記入される。もちろん、これは資産の次期繰越が貸方であ
ることを意味しない。ここでは形式的に、このような形をとっているに過ぎない。では、
なぜこのような形をとるかというと、合計欄の行和と列和をそれぞれの行列で等しくする
ためである。図22を見れば、それぞれの行と列で合計が等しくなっていることが確認でき
る。実はこのような形をとることで、前述した通り3行列簿記による企業分析のうち、3.1
産業連関分析の計算がしやすくなる。具体的には、3.1産業連関分析で述べる。なお、古典
型でも能率型のように合計欄の合計が (80; 80)ボックスに記入される。ただし、次期のMB
チャートにおいては（0; 0）ボックスに転記しない。なぜなら、この合計はその期の言ってみ
れば“取引規模”であり、引き継がないほうが分析がしやすいからである。次期繰越にお
いては能率型と同様に、古典型はねじれているものの、図 22の矢印のように次期のMB
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チャートにおける前期繰越に転記される。
図 23 古典型MBチャートと複式簿記の関係
続いて、能率型のMBチャートと複式簿記の関係を示した図20（P18）と同様に、古典型
のMBチャートと複式簿記の関係を示したのが図23（上図）である。前述した能率型から
古典型の変更点の分、複式簿記との関係も変わっている。古典型では能率型であった合計
試算表に対応するものを図示していないが、これは古典型では合計試算表に対応するもの
が全くないことを意味しない。単に飛び飛びとなっているだけである。
1.3 その他の行列簿記の基本事項
本節では、行列簿記の基本事項のうち上記以外で本論文に必要な事項を述べる。ただし
詳細は、越村 [2] [3] [6]に譲り、ここでは簡単な紹介にとどめる。
1.3.1 配列の自由
行列簿記において、貸行借列法でも借行貸列法でも構わないことを前述したが、似たよ
うに、行と列を入れ替えても数学的には不都合ないため、行列の順序は自由であり、配列
の自由が成り立つ。例えば、今までのMBチャートでは資産→負債の順であったが、これ
を負債→資産の順にしても不都合はない。
もっとも行列計算によっては配列を組み替えることが有効なこともあるが、財務諸表と
してのMBは、慣習的な配列とした方がよい。なぜならむやみに配列を組み替えると見に
くいだけだからである。
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1.3.2 アグリゲーションとラミフィケーション
配列の自由だけでなく、行列をまとめたり細分化したりすることも可能である。これらを
越村 [2] [3]の言葉を借りて次のように定義する。まとめることを、アグリゲーション：勘定
科目を大項目にしめくくって、そのなかに含まれる口座の金額を集計する操作、と定義し、
細分化することを、ラミフィケーション：項目を細分して小区画をつくる操作、と定義する。
以上が1行列簿記の基本事項である。行列簿記に関する知識が皆無である人にも本稿が理
解できるように必要最低限の知識を述べた。もっとも、次章を読み進めるうえで、本章を
完全に理解する必要はない。行列簿記に興味をもってもらう程度でも十分である。次章2
行列簿記の有用性では、本章を踏まえ、行列簿記をどのように活用したら有用であるかを
述べるが、直感的な理解で構わない。おそらく次々章3行列簿記による企業分析の方が、実
際に数値を用いて分析を行うので、こちらの方が有用性の実感がわく人もいるであろう。
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2 行列簿記の有用性
前章の1行列簿記の基本事項を踏まえ、本章では行列簿記の有用性について説明する。
行列簿記という認知されていない理論を説明するためのパートが前章であり、まだ行列簿
記の研究としては真新しいことはほとんど述べていない。本章ではまず、有用性として、
行列簿記の利点を述べる。この利点は複式簿記にない行列簿記独自の利点を挙げることに
注意した。次に、もちろん行列簿記にも欠点があるため、これを説明する。最後に、上記
の利点と欠点を踏まえ、どのように行列簿記を活用していくのが有用であるか述べる。ま
た本章は、次章の 3行列簿記による企業分析への接着剤ともなっている。
2.1 行列簿記の利点
複式簿記にない行列簿記独自の大きな利点は2つある。１つは一覧性であり、もう１つ
は数学が利用できることである。この２つは、本論文における行列簿記の定義
従来の複式簿記のように取引を借方と貸方の左右に仕訳する方式にかえて、それ
を縦と横との行列に配列し、１枚のチャートで仕訳帳と元帳と試算表と損益計算書
と貸借対照表とを同時にあらわし、企業活動におけるストックとフローの演算を数
学上の行列 (マトリクス)と行列式 (デターミナント)とでおこなうこと のできるしく
みをもった簿記
の、“１枚のチャートで仕訳帳と元帳と試算表と損益計算書と貸借対照表とを同時にあら
わし”および“企業活動におけるストックとフローの演算を数学上の行列 (マトリクス)と
行列式 (デターミナント)とでおこなう”が意図するところでもある。確かに、行列簿記で
も一覧性は担保されているし、数学の利用も可能である。しかし、今から述べるように、
この２つの利点は行列形式をとることによってこそより得られる利点である。
2.1.1 一覧性
一覧性であるが、今までのMBチャートを見ていただければ、複式簿記では見えないこ
とが行列簿記では見えることが多少なりとも分かるはずである。
今までのMBチャートでうかがえる一覧性をまとめると、まず、図14（P13）のように、
ストック・フローの流れ*6が把握できる。特に、MBチャートでは、“１枚のチャートで仕
*6 この流れに関しては越村の著作では、矢印を付し詳述している。
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訳帳と元帳と試算表と損益計算書と貸借対照表とを同時にあらわし”ているため、図20
（P18）のように財務諸表を一枚のMBチャートで俯瞰でき、有用性は大きい。また複数の
期にまたがる場合、従来の複式簿記では見えなかったことが、行列の形式をとることで見
えることは大いにありうる。
図 24 C/Sとの関係
ここで、MBチャートでは、キャッシュ・フロー計算書と類似する役割も果たす。図24
（上図）では、現金の行列を見ることで、キャッシュ・インとキャッシュ・アウトを大まか
に把握することができる。
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図 25 バブルチャートへの応用
一覧性の応用として、図25（上図）のようなバブルチャートを作ることができる。これ
は、図19（P17）をバブルチャートで表した*7ものである。このように行列簿記は加工次第
で、経営判断に資する新たなツールとなる。
また一覧性は行列簿記の利点であるが、これは単体で存在するのではなく、他の行列簿
記の利点や特徴と相乗効果を発揮することが期待できる。一覧性は行列簿記を利用するう
えで様々な場面で垣間見られる利点といえる。
なお、確かに一覧性は確保されているが、それが誰のために役立つのかについては議論
が必要である。これは、2.3行列簿記の活用法（P28）で後述する。
2.1.2 数学の利用
大雑把に考えれば、行列簿記は複式簿記を単に行列という形にしたにすぎない。この行
列という形式をとることで、数学の利用がしやすくなる。まだ具体的な計算を示していな
*7 本図は Excelで作成した。ツールの発達で Excelの版を重ねるごとにバブルチャートは容易に作れるようになってき
ている。
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いので、ピンとこないかもしれないが、次章3行列簿記による企業分析では実際に計算を
示すので、この数学の利用という利点が理解できるはずである。
2.2 行列簿記の欠点
行列簿記の欠点であるが、解消可能な欠点と解消不可能な欠点に二分できる。前者は、
例えば、行列簿記は市民権を得ておらず使用者が不慣れであるため有用なツールとして機
能しないのではないかといった欠点である。確かに欠点であるが、この場合、行列簿記が
普及すれば欠点が解消する可能性があるように、解消可能な欠点である。一方、後者は、
理論ないしは利用上に致命的な過ちがある、ないしは行列簿記では従来の取引を表現でき
ないなど、解消不可能な欠点である。以下では、本論文に関連する欠点を中心に考えうる
代表的な欠点を述べる。
2.2.1 解消可能な欠点
解消可能な欠点として特筆すべき事項はほとんどない。解消可能な欠点とは何かの説明
で前述した、行列簿記は市民権を得ておらず使用者が不慣れであるという欠点が、解消可
能な最大の欠点であると考えている。
当初、本研究を進めるうえで、この解消可能な欠点が多くでてくることを予想していた。
というのも、行列簿記は複式簿記を単に行列形式に表現しなおしたものとはいえ、そこに
は整合的ではなく多少の工夫、ここでいう解消可能な欠点が多く存在すると考えていたか
らだ。また、行列簿記は数学を利用しやすいから、次章で述べる3.1産業連関分析、3.2線形
計画法、3.3統計学が活用しやすいと予想はできたものの、実際に深く計算してみた先行研
究はなく、多少の解消可能な欠点が存在すると考えていたからだ。しかし、驚くほど、行
列簿記と複式簿記との整合性、および行列簿記と本論文の企業分析との整合性は良かっ
た。おかげで研究を断念する事態は起こらず、本小節で述べることも少ない。
では行列簿記がマイナーであることに由来する欠点について述べる。確かに、行列簿記
は一覧性という利点があるが、それは使用者が行列簿記に精通して行列簿記をしっかりと
読めることが前提となる。しかし、これは解消可能な欠点である。本論文をはじめ、今後、
行列簿記が有用なツールだと認知され、周知されるかどうか次第だと考える。
なお、細かい欠点を挙げようと思えば挙げることはできる。例えば、3.1産業連関分析に
おいては、行列簿記に限らず元の産業連関分析にも共通する欠点、すなわち、産業連関分
析での投入産出係数の安定性といったことが挙げられる。このような欠点は、それに関す
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る部分で言及することとする。
2.2.2 解消不可能な欠点
本研究を進めるうえで、私が気付いた解消不可能な欠点を述べる。まず理論的、例えば
数学上、致命的な過ちは今のところ確認されていない。もっともこれは、行列簿記が産業
連関分析をはじめ行列計算が可能なように構築した越村 [2] [3] [6]による功績が大きい。む
しろ、この理論的な基盤を活かし、いかに応用していくかが大切である。
次に、利用上に致命的な過ちについて述べる。行列簿記特有のものとしては、複合取引
である。複合取引の詳述は越村 [2] [3]を参考にしてもらいたいが、複合取引とは、勘定科
目が複数で対立しながら発生する取引である。例えば、Aは丙に仕入原価800の商品に売却
益200を付加して販売し、その代金1,000のうち、400を小切手で、350を約束手形で、残り
350を売掛金で受け取った場合を考える。ここで行列簿記では、どの勘定を行と列で対応
させるかという問題が生じる。この問題に対しては、保守主義の原則より流動性を優先す
るなど一応の解決策はあるが、経営者によって一律に処理が定まらない。
続いて、行列簿記特有の欠点ではないが、情報不足により分析ができない。1.3.2アグリ
ゲーションとラミフィケーション（P22）で前述したが、アグリゲーションは与えられた
MBチャートから自由にできるが、ラミフィケーションは細分の情報がないとできない。
なお、越村は、行列簿記を実際の企業に適用できるのかという批判に対し、越村 [10]で当
時の三井物産や三菱商事などを、越村 [13]で当時の富士通や日立製作所などを対象に行列
簿記を作成したことがある。ただし、今もそうであるが、開示されている情報だけでは仕
訳レベルの情報は分からないため完全な行列簿記は作ることができなかった。このよう
に、外部者（例えば、投資家）が完全な行列簿記を作るには、どうしても予測に頼らざるを
得ない。もっとも逆にいえば、情報さえあれば実際の企業でも行列簿記を作成することは
可能であり、内部経営者はそれを利用して経営の意思決定を行うことができる。
以上が、行列簿記の利点と行列簿記の欠点であるが、行列簿記を今後利用するうえで新
たな利点と欠点が発見される可能性もある。例えば、連結会計については研究がなされて
いない。行列簿記によって連結会計に新たな光がもたらされる可能性もあるが、行列簿記
が連結会計になじまず利用できない可能性もある。いずれにせよ、行列簿記には従来の複
式簿記にはない独自の利点と欠点がある。この利点と欠点を確認したところで、次小節で
は行列簿記の有効な活用法を考察する。
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2.3 行列簿記の活用法
2.1行列簿記の利点と2.2行列簿記の欠点を踏まえ、本節では行列簿記の有効な活用法を
考察する。まず大枠として行列簿記は、いわゆる財務会計的な活用法よりも管理会計的な
活用法になじむ。確かに、行列簿記は2.1行列簿記の利点から分かるように、現行の財務諸
表にはない情報を提供できるため、投資家の意思決定有用性に資する可能性はある。ま
た、次章で述べる3.1産業連関分析が活用できるため、もし行列簿記が現行の財務諸表に追
加されたら、国民経済計算に資する。しかし、経営者・投資家ともに行列簿記を習得する
ことは難しいために、行列簿記を皆が利用することは現実ではないと考える。それに公表
用に形式を限定してしまったら、1.3.1配列の自由や1.3.2アグリゲーションとラミフィケー
ションといった行列簿記の特色が十分に発揮されない。やはり、行列簿記は経営者が自ら
のために自由に利用することでその特色を十二分に発揮できる。例えば、1.3.1配列の自由
や1.3.2アグリゲーションとラミフィケーションの話がでたが、行列簿記を組換えること
で、担当者に合わせてトップ層には大分類された行列簿記、ミドル層には中分類された行
列簿記、ボトム層には小分類された行列簿記を渡すことで適材適所に財務データを伝える
ことができる。トップ層に図25（P25）のバブルチャートのような会社の全体的な経営状況
を示すことで会社経営の幅が広がる。
以上、行列簿記の利点と欠点を踏まえ、行列簿記の有効な活用法を考察した。本章の行
列簿記の有用性が示せたはずである。次章では、より一層の行列簿記の活用法として具体
的な企業分析を示す。
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3 行列簿記による企業分析
前々章1行列簿記の基本事項では、行列簿記を全く知らない人でも本論文が理解できる
ように必要最低限の行列簿記に関する知識を提示した。前章2行列簿記の有用性では更に
一歩進んで、行列簿記をどのように活用するのが効果的かを述べた。本章では、前々章と
前章を踏まえ、実際にその効果的な行列簿記の具体的な例を３つ示す。産業連関分析・線
形計画法・統計学との融合の３つである。
3.1 産業連関分析
行列簿記は産業連関表との親和性が高く、同様の分析が可能である。本節では、まず行
列簿記での産業連関分析の方法を述べる。続いて、実際にいくつかの分析を具体的に行
う。最後に留意点を含め、行列簿記における産業連関分析を総括する。
3.1.1 計算方法
行列簿記における産業連関分析の計算方法であるが、越村 [2] [3] [6]に詳述されているた
め、そちらに譲ることも可能である。しかし、1.2.1行列簿記のイメージ（P6）で説明した同
様の理由から本文で示したほうがよいと考える。また、行列簿記の産業連関分析の計算法と
して、1.2.12MBチャートの色々な型（P18）で述べた能率型と古典型では計算法が多少異な
る。実は、越村（1967） [2]（1968） [3]では能率型をとっているが、越村（1976） [6]では古典
型をとっている。この能率型から古典型への変更について越村 [6]では何ら説明がない。も
はやこの変更理由について知る由もないが、私は以下のように考えている。越村 [2] [3] [6]
では本章で私が試みるような産業連関分析を具体的に行っていないが、もちろん視野に入
れていたと想像できる。そして、これは私が実際に計算して感じたことだが、能率型より
も古典型のほうがより産業連関表に近いため産業連関分析が容易である。よって、越村 [6]
で変更理由が述べられていないものの、古典型の方が産業連関分析が容易であるからと推
測できる。この変更理由もあわせ、能率型と古典型、双方の計算方法を本論文では示す。
3.1.2 能率型の基本方程式
まずは、能率型の基本方程式を示す。図20（P18）において、今まではボックスに具体的
な数値を埋めていた。これを一般的に扱えるように文字式に置き換える。なお以下、厳密
な数学的証明をするつもりはない。なぜなら、数学的証明は産業連関分析と同様と類推で
きるし、現時点では、そこまで厳密な数学的証明に固執する必要はないからである。ただ
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し、必要最小限のものてして付録Bを用意した。
Wij :第 t期の貸方第n番目勘定科目と借方第m番目の勘定科目との間の取引額のように、
図20（P18）を文字式（いずれもMBチャートの作成手順より非負）に置き換えたのが、図
26（下図）である。
図 26 能率型の数式化
ここで各ボックスの数値の関係より、行である貸方に注目すると、次式が成り立っている。
W11 +W12 +W13 +W14 +W15 +W16 = X1
U2 +W21 +W22 +W23 +W24 +W25 +W26 = X2
U3 +W31 +W32 +W33 +W34 +W35 +W36 = X3
W41 +W42 +W43 +W44 +W45 +W46 = X4
W51 +W52 +W53 +W54 +W55 +W56 = X5
W61 +W62 +W63 +W64 +W65 +W66 = X6
これを、次式のように式変形する（もちろんXi 6= 0が条件となる）。
30
W11
X1
X1 +
W12
X2
X2 +
W13
X3
X3 +
W14
X4
X4 +
W15
X5
X5 +
W16
X6
X6 = X1
U2 +
W21
X1
X1 +
W22
X2
X2 +
W23
X3
X3 +
W24
X4
X4 +
W25
X5
X5 +
W26
X6
X6 = X2
U3 +
W31
X1
X1 +
W32
X2
X2 +
W33
X3
X3 +
W34
X4
X4 +
W35
X5
X5 +
W36
X6
X6 = X3
W41
X1
X1 +
W42
X2
X2 +
W43
X3
X3 +
W44
X4
X4 +
W45
X5
X5 +
W46
X6
X6 = X4
W51
X1
X1 +
W52
X2
X2 +
W53
X3
X3 +
W54
X4
X4 +
W55
X5
X5 +
W56
X6
X6 = X5
W61
X1
X1 +
W62
X2
X2 +
W63
X3
X3 +
W64
X4
X4 +
W65
X5
X5 +
W66
X6
X6 = X6
このように式変形したのは、借方係数
anm =
Wnm
Xm
を導入するためである。なお、借方係数と名付けたのは越村 [2]に倣ったからである。越
村 [2]は
anmは、各勘定科目の貸方合計に対する借方科目の個別要素の割合の関係です。こ
れを簡単に借方係数とよびます。
と述べている。なお、借方係数は産業連関分析でいうところの投入係数に相当する。借方
係数を代入したものが次式である。
a11X1 + a12X2 + a13X3 + a14X4 + a15X5 + a16X6 = X1
U2 + a21X1 + a22X2 + a23X3 + a24X4 + a25X5 + a26X6 = X2
U3 + a31X1 + a32X2 + a33X3 + a34X4 + a35X5 + a36X6 = X3
a41X1 + a42X2 + a43X3 + a44X4 + a45X5 + a46X6 = X4
a51X1 + a52X2 + a53X3 + a54X4 + a55X5 + a56X6 = X5
a61X1 + a62X2 + a63X3 + a64X4 + a65X5 + a66X6 = X6
ここで、
U =
0BBBBBB@
0
U2
U3
0
0
0
1CCCCCCA
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a =
0BBBBBB@
a11 a12 a13 a14 a15 a16
a21 a22 a23 a24 a25 a26
a31 a32 a33 a34 a35 a36
a41 a42 a43 a44 a45 a46
a51 a52 a53 a54 a55 a56
a61 a62 a63 a64 a65 a66
1CCCCCCA
X =
0BBBBBB@
X1
X2
X3
X4
X5
X6
1CCCCCCA
とおくと、次式のようになる。
U + aX =X
これを更に変形して（逆行列の存在などの数学の厳密性は付録Bに譲る）、
X = [I   a] 1U 　（I は単位行列）
これが能率型の貸方方程式である。借方係数aを所与とすれば、期首Uから期末X、ない
しは逆に期末Xから期首Uを求めることができる。また、Wnmについては、逆算して求め
ることができる。これらについては具体的に 3.1.3能率型における基本方程式の数値例
（P32）、および 3.1.5古典型における基本方程式の数値例（P37）でで示してみる。
列である借方に関しても同様にして、貸方係数を
bnm =
Wnm
Yn
とすれば、借方方程式は、
V + bY = Y
Y = [I   b] 1V
となる。
3.1.3 能率型における基本方程式の数値例
前小節3.1.2能率型の基本方程式では、図20（P18）の数値を文字式（非負）に置き換えた
が、本小節では、この数値を用いて計算例を示す。図20では当期純利益が正の場合である。
よって、ボックス (3; 6)に600が入っている。その代わり、６行目の純益には何ら記入され
ず０である。そのため純益の貸方合計、すなわち、ボックス (6; 7)はX6 = 0となっている。
ここで、借方係数anm = WnmXm ないしは、貸方係数は、bnm =
Wmn
Yn
であるため、分母は０で
はならない。これを考慮すると、今回の場合X6 = 0であるから、借方係数anm = WnmXm は不
32
適であり、貸方係数bnm = WnmYn より数値を求めなければならない（ダミーの数字を用いて
工夫する方法もある）。それでは、順を追って計算していく。まず、貸方係数を求める。
bnm =
Wmn
Yn
b21 =
W12
Y2
=
300
1; 100
= 0:03333　
のように定義通りに計算すると、
b =
0BBBBBB@
0:52222 0:72727 1:6 1:8 0:25 0
0:03333 0:36363 0:2 0:4 0:125 0
0:02222 0:09091 0:4 0 0 0
0:02222 0:09091 0 0:2 0:125 0
0:04444 0:09091 0 0:4 0:125 0
0 0 1:2 0 0 0
1CCCCCCA
であり、続いて計算していくと、
I   b =
0BBBBBB@
1 0 0 0 0 0
0 1 0 0 0 0
0 0 1 0 0 0
0 0 0 1 0 0
0 0 0 0 1 0
0 0 0 0 0 1
1CCCCCCA 
0BBBBBB@
0:52222 0:72727 1:6 1:8 0:25 0
0:03333 0:36363 0:2 0:4 0:125 0
0:02222 0:09091 0:4 0 0 0
0:02222 0:09091 0 0:2 0:125 0
0:04444 0:09091 0 0:4 0:125 0
0 0 1:2 0 0 0
1CCCCCCA
=
0BBBBBB@
0:47778  0:72727  1:6  1:8  0:25 0
 0:03333 0:63636  0:2  0:4  0:125 0
 0:02222  0:09091 0:6 0 0 0
 0:02222  0:09091 0 0:8  0:125 0
 0:04444  0:09091 0  0:4 0:875 0
0 0  1:2 0 0 1
1CCCCCCA
であり、この逆行列は、
[I   b] 1 =
0BBBBBB@
5:625 13:43062 19:47687 22:76019 6:77726 0
0:6875 3:53139 3:01046 3:9448 1:26445 0
0:3125 1:03249 2:84416 1:44067 0:44259 0
0:3125 1:01046 1:17015 2:77327 0:62982 0
0:5 1:51101 1:837 2:8337 1:90639 0
0:375 1:23899 3:413 1:7288 0:53111 1
1CCCCCCA
となり、期首残高を掛け合わせると、
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[I   b] 1V =
0BBBBBB@
5:625 13:43062 19:47687 22:76019 6:77726 0
0:6875 3:53139 3:01046 3:9448 1:26445 0
0:3125 1:03249 2:84416 1:44067 0:44259 0
0:3125 1:01046 1:17015 2:77327 0:62982 0
0:5 1:51101 1:837 2:8337 1:90639 0
0:375 1:23899 3:413 1:7288 0:53111 1
1CCCCCCA
0BBBBBB@
1; 600
0
0
0
0
0
1CCCCCCA
=
0BBBBBB@
9; 000
1; 100
500
500
800
600
1CCCCCCA
となり、図 20（P20）の数値に一致する。Wnmについては、
V =
0BBBBBB@
9; 000
1; 100
500
500
800
600
1CCCCCCA
から、 0BBBBBB@
9; 000 0 0 0 0 0
0 1; 100 0 0 0 0
0 0 500 0 0 0
0 0 0 500 0 0
0 0 0 0 800 0
0 0 0 0 0 600
1CCCCCCA
を作り、これに bを左から掛け合わせ、0BBBBBB@
0:52222 0:72727 1:6 1:8 0:25 0
0:03333 0:36363 0:2 0:4 0:125 0
0:02222 0:09091 0:4 0 0 0
0:02222 0:09091 0 0:2 0:125 0
0:04444 0:09091 0 0:4 0:125 0
0 0 1:2 0 0 0
1CCCCCCA
0BBBBBB@
9; 000 0 0 0 0 0
0 1; 100 0 0 0 0
0 0 500 0 0 0
0 0 0 500 0 0
0 0 0 0 800 0
0 0 0 0 0 600
1CCCCCCA
=
0BBBBBB@
4; 700 300 200 200 400 0
800 400 100 100 100 0
800 100 200 0 0 600
900 200 0 100 200 0
200 100 0 100 100 0
0 0 0 0 0 0
1CCCCCCA =
0BBBBBB@
W11 W12 W13 W14 W15 W16
W21 W22 W23 W24 W25 W26
W31 W32 W33 W34 W35 W36
W41 W42 W43 W44 W45 W46
W51 W52 W53 W54 W55 W56
W61 W62 W63 W64 W65 W66
1CCCCCCA =W
となる。これから貸方合計については、期首の借方合計ないしは期末の借方合計の片方が
分かれば、逆算してもう片方を求めることができる。図20（P18）の数値とW が一致した
わけであるが、上記は単なる数式の変形であり、一致するのは当然である。図20のような
ある期の結果が出たうえで、その等式をいじっているにすぎない。本小節は、あくまで能
率型における基本方程式の数値例であり、産業連関分析については、古典型の計算例が終
わった後に示す。
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3.1.4 古典型の基本方程式
図 27 古典型の数式化
能率型に続いて古典型の基本方程式を示す。古典型も計算方法の基本的な考えは同じで
ある。ただし、能率型と古典型では欄やボックスの配置が異なるため、その分異なること
になる。図26（P30）に類して、図23（P21）の数値を文字（非負）に置いたものが、図27
（上図）である。ここで古典型は合計欄が行と列で一致するため、Tn = Tm（n = m）で同じ
文字を使っている。また、繰越欄における借方（Debit）項目をD、貸方（Credit）項目をC
と置いたが、古典型では前述した通り、前期繰越と次期繰越で表示位置がねじれている。
以下、能率型と同様に数式化していく。各ボックスの数値の関係より、貸方に着目すると
次式が成り立っている。
W11 +W12 +W13 +W14 +W15 +W16 +D
0
1 = T1
C2 +W21 +W22 +W23 +W24 +W25 +W26 = T2
C3 +W31 +W32 +W33 +W34 +W35 +W36 = T3
W41 +W42 +W43 +W44 +W45 +W46 = T4
W51 +W52 +W53 +W54 +W55 +W56 = T5
W61 +W62 +W63 +W64 +W65 +W66 = T6
C 02 + C
0
3 = T7
借方係数を導入できるように変形して（もちろんTi 6= 0が条件となる）、
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W11
T1
T1 +
W12
T2
T2 +
W13
T3
T3 +
W14
T4
T4 +
W15
T5
T5 +
W16
T6
T6 +
D01
T7
T7 = T1
C2 +
W21
T1
T1 +
W22
T2
T2 +
W23
T3
T3 +
W24
T4
T4 +
W25
T5
T5 +
W26
T6
T6 = T2
C3 +
W31
T1
T1 +
W32
T2
T2 +
W33
T3
T3 +
W34
T4
T4 +
W35
T5
T5 +
W36
T6
T6 = T3
W41
T1
T1 +
W42
T2
T2 +
W43
T3
T3 +
W44
T4
T4 +
W45
T5
T5 +
W46
T6
T6 = T4
W51
T1
T1 +
W52
T2
T2 +
W53
T3
T3 +
W54
T4
T4 +
W55
T5
T5 +
W56
T6
T6 = T5
W61
T1
T1 +
W62
T2
T2 +
W63
T3
T3 +
W64
T4
T4 +
W65
T5
T5 +
W66
T6
T6 = T6
C 02
T2
T2 +
C 03
T3
T3 = T7
借方係数を代入したものが次式である。
a11T1 + a12T2 + a13T3 + a14T4 + a15T5 + a16T6 + a17T7 = Ｔ1
C2 + a21T1 + a22T2 + a23T3 + a24T4 + a25T5 + a26T6 = Ｔ2
C3 + a31T1 + a32T2 + a33T3 + a34T4 + a35T5 + a36T6 = T3
a41T1 + a42T2 + a43T3 + a44T4 + a45T5 + a46T6 = T4
a51T1 + a52T2 + a53T3 + a54T4 + a55T5 + a56T6 = T5
a61T1 + a62T2 + a63T3 + a64T4 + a65T5 + a66T6 = T6
a72T2 + a73T3 = T7
ここで、
P =
0BBBBBBBB@
0
C2
C3
0
0
0
0
1CCCCCCCCA
a =
0BBBBBBBB@
a11 a12 a13 a14 a15 a16 a17
a21 a22 a23 a24 a25 a26 0
a31 a32 a33 a34 a35 a36 0
a41 a42 a43 a44 a45 a46 0
a51 a52 a53 a54 a55 a56 0
a61 a62 a63 a64 a65 a66 0
0 a72 a73 0 0 0 0
1CCCCCCCCA
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T =
0BBBBBBBB@
T1
T2
T3
T4
T5
T6
T7
1CCCCCCCCA
とおくと、次式のようになる。
P + aT = T
これを更に変形して（逆行列の存在などの数学の厳密性は付録Bに譲る）、
T = [I   a] 1P 　（I は単位行列）
ここで、能率型と古典型を比較して、能率型のUに相当するものが古典型のP、能率型の
Xに相当するものが古典型のT である。今回は古典型のP に前期（Previous Term）繰越を
用いたが、次期繰越に代えることも可能である。ただし、企業分析の活用頻度から前期繰
越欄を用いることが多いとし、今回は前期繰越を用いた。また借方係数として値が０のも
のはa27と文字ではなくそのまま０と表記している。
3.1.5 古典型における基本方程式の数値例
3.1.3能率型の基本方程式の数値例（P32）と同様に、本小節では、図23（P21）の数値を用
いて古典型の計算例を示す。能率型では、借方係数 anm = WnmXm ないしは、貸方係数、
bnm =
Wnm
Yn
の分母が０ではないことに注意したが、古典型は合計が基本的には０とならな
いため、これに注意する必要はない。本小節では貸方方程式の方から求めていく。まず、
借方係数を求める。
anm =
Wnm
Tm
a21 =
W21
Y1
=
800
9; 000
= 0:08889　
のように定義通りに計算すると、
a =
0BBBBBBBB@
0:52222 0:15789 0:06897 0:14286 0:5 0 1
0:08889 0:21053 0:03448 0:07143 0:125 0 0
0:08889 0:05263 0:06897 0 0 0:66667 0
0:1 0:10526 0 0:07143 0:25 0 0
0:02222 0:05263 0 0:07143 0:125 0:33333 0
0 0 0 0:64286 0 0 0
0 0:42105 0:82759 0 0 0 0
1CCCCCCCCA
であり、続いて計算していくと、
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I   a =
0BBBBBBBB@
1 0 0 0 0 0 0
0 1 0 0 0 0 0
0 0 1 0 0 0 0
0 0 0 1 0 0 0
0 0 0 0 1 0 0
0 0 0 0 0 1 0
0 0 0 0 0 0 1
1CCCCCCCCA
 
0BBBBBBBB@
0:52222 0:15789 0:06897 0:14286 0:5 0 1
0:08889 0:21053 0:03448 0:07143 0:125 0 0
0:08889 0:05263 0:06897 0 0 0:66667 0
0:1 0:10526 0 0:07143 0:25 0 0
0:02222 0:05263 0 0:07143 0:125 0:33333 0
0 0 0 0:64286 0 0 0
0 0:42105 0:82759 0 0 0 0
1CCCCCCCCA
=
0BBBBBBBB@
0:47778  0:15789  0:06897  0:14286  0:5 0  1
 0:08889 0:78947  0:03448  0:07143  0:125 0 0
 0:08889  0:05263 0:93103 0 0  0:66667 0
 0:1  0:10526 0 0:92857  0:250 0
 0:02222  0:05263 0  0:07143 0:875  0:33333 0
0 0 0  0:64286 0 1 0
0  0:42105  0:82759 0 0 0 1
1CCCCCCCCA
であり、この逆行列は、
[I   a] 1 =
0BBBBBBBB@
5:62500 5:62500 5:62500 5:62500 5:62500 5:62500 5:62500
0:82287 2:13554 0:87149 1:02144 1:06713 0:93670 0:82287
0:96249 1:12252 2:04249 1:53021 1:14756 1:74418 0:96249
0:82321 1:00966 0:83011 2:03214 1:19525 0:95183 0:82321
0:46116 0:60100 0:46633 0:86785 1:74019 0:89095 0:46116
0:52920 0:64907 0:53364 1:30637 0:76838 1:61189 0:52920
1:14302 1:82816 2:05728 1:69646 1:39902 1:83786 2:14302
1CCCCCCCCA
となり、期首残高を掛け合わせると、
[I   a] 1P =
0BBBBBBBB@
5:62500 5:62500 5:62500 5:62500 5:62500 5:62500 5:62500
0:82287 2:13554 0:87149 1:02144 1:06713 0:93670 0:82287
0:96249 1:12252 2:04249 1:53021 1:14756 1:74418 0:96249
0:82321 1:00966 0:83011 2:03214 1:19525 0:95183 0:82321
0:46116 0:60100 0:46633 0:86785 1:74019 0:89095 0:46116
0:52920 0:64907 0:53364 1:30637 0:76838 1:61189 0:52920
1:14302 1:82816 2:05728 1:69646 1:39902 1:83786 2:14302
1CCCCCCCCA
0BBBBBBBB@
0
400
1; 200
0
0
0
0
1CCCCCCCCA
=
0BBBBBBBB@
9; 000
1; 900
2; 900
1; 400
800
900
3; 200
1CCCCCCCCA
= T
となり、図 23（P21）の数値に一致する。Wnm等については、
T =
0BBBBBBBB@
9; 000
1; 900
2; 900
1; 400
800
900
3; 200
1CCCCCCCCA
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から、 0BBBBBBBB@
9; 000 0 0 0 0 0 0
0 1; 900 0 0 0 0 0
0 0 2; 900 0 0 0 0
0 0 0 1; 400 0 0 0
0 0 0 0 800 0 0
0 0 0 0 0 900 0
0 0 0 0 0 0 3; 200
1CCCCCCCCA
を作り、これにaを左から掛け合わせ、0BBBBBBBB@
0:47778  0:15789  0:06897  0:14286  0:5 0  1
 0:08889 0:78947  0:03448  0:07143  0:125 0 0
 0:08889  0:05263 0:93103 0 0  0:66667 0
 0:1  0:10526 0 0:92857  0:250 0
 0:02222  0:05263 0  0:07143 0:875  0:33333 0
0 0 0  0:64286 0 1 0
0  0:42105  0:82759 0 0 0 1
1CCCCCCCCA
0BBBBBBBB@
9; 000 0 0 0 0 0 0
0 1; 900 0 0 0 0 0
0 0 2; 900 0 0 0 0
0 0 0 1; 400 0 0 0
0 0 0 0 800 0 0
0 0 0 0 0 900 0
0 0 0 0 0 0 3; 200
1CCCCCCCCA
=
0BBBBBBBB@
4700 300 200 200 400 0 3200
800 400 100 100 100 0 0
800 100 200 0 0 600 0
900 200 0 100 200 0 0
200 100 0 100 100 300 0
0 0 0 900 0 0 0
0 800 2400 0 0 0 0
1CCCCCCCCA
=
0BBBBBBBB@
W11 W12 W13 W14 W15 W16 D
0
1
W21 W22 W23 W24 W25 W26 0
W31 W32 W33 W34 W35 W36 0
W41 W42 W43 W44 W45 W46 0
W51 W52 W53 W54 W55 W56 0
W61 W62 W63 W64 W65 W66 0
0 C 02 C
0
3 0 0 0 0
1CCCCCCCCA
となる。
3.1.6 産業連関分析の計算例
いよいよ今まで述べたことを応用して産業連関分析を行っていく。越村 [2] [3] [6]や中
野 [15]は上記の簡単な計算を行っているが、以下で私が述べるような計算はやっていな
い。よって、これからは行列簿記の新しい研究となる。
行列簿記による企業分析の１つとしての産業連関分析であるが、基礎となるのは基本方
程式のT = [I  a] 1P（古典型の場合）である。前述の通りaを所与とすれば、前期繰越P
から逐次、期中取引のWnm等およびT が求まる。
まず、aは例えば前５期の平均を取るなどの方法が考えられる。ここで、aの安定性、す
なわち、産業連関分析を実施するうえで翌期以降も変わらずaを使い続けることが妥当で
あるかに疑問がある。これは行列簿記に限らず産業連関表にも同様の問題であるが、行列
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簿記に固有の問題がないとも限らない。リカード [17]は、流動資産については安定的であ
るが、固定資産については不安定であると実証分析から述べている。aについては上記の
ような問題があるものの以下ではこれを無視して話を進める。無視、すなわちaは安定的
であると考える。
なお、越村 [9]は上記の弊害があるからか複数期の分析で以下のような分析を行なってい
ない。代わりに越村 [9]では複数期の回帰分析による方法をとっている。しかしながら、産
業連関分析にしろ回帰分析にしろ仮定の制約から、その限界はどっちもどっちだと私は考
えている。すなわち、回帰分析にも欠点があり、周期性のある関数を指定することが難し
いからである。また回帰分析では、せっかくの行列簿記における数多くあるボックスの連
関を経つことになり勿体無い。行列簿記における回帰分析は本論文では扱わないので、興
味のある読者は [9]を参照してほしい。いずれにせよ、以下のような産業連関分析を借用し
た行列簿記の分析も研究としては必要なために記す。
以下では、越村 [2]に倣い、縮小再生産、単純再生産、拡大再生産と生産の種類に応じて
３つのタイプに分け、縮小再生産については能率型と古典型で、単純再生産・拡大再生産
については古典型で、前期繰越から逐次、期中取引等を求めていく。ここで、縮小再生産
とは生産規模が縮小していくタイプ（本例では当期純利益が負）、単純再生産とは生産規
模が変わらないタイプ（本例では当期純利益が０）、拡大再生産とは生産規模が拡大して
いくタイプ（本例では当期純利益が正）である。
図 28 縮小再生産０期（能率型）
まず、図28（上図）のような縮小再生産のものから記す。能率型と古典型の両方を示す
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が、先に能率型を示す。能率型の借方係数を求めると、
a =
0BBBBBBBB@
0:6 0:20833 0:27273 0:09524 0:18182 0:71429 0
0:04 0:20833 0:36364 0:04762 0:18182 0:85714 0
0:12 0:08333 0:18182 0:28571 0:09091 0:14286 0
0:1 0:125 0:04545 0:09524 0 0 0
0:04 0:16667 0:04545 0 0:09091 0:42857 0
0:02 0:125 0:04545 0 0:09091 0:14286 0
0 0 0 0:2381 0 0 0
1CCCCCCCCA
借方係数が以後、上記の数値で一定であると仮定して、図28の次期繰越から、次期（１期）
の貸方合計を求めると、0BBBBBBBB@
7:77157 7:36035 7:35679 3:52864 5:54562 17:83561 0
2:67135 4:55713 3:64287 1:67143 2:68318 8:73199 0
2:17105 2:49816 3:56732 1:48654 1:87449 5:83917 0
1:3371 1:56862 1:49563 1:80087 1:07781 3:47105 0
1:33018 1:83259 1:67419 0:76516 2:33893 4:38956 0
0:82712 1:16317 1:06965 0:48607 0:86817 3:63146 0
0:31836 0:37348 0:3561 0:42878 0:25662 0:82644 1
1CCCCCCCCA
0BBBBBBBB@
0
0
100
500
0
0
0
1CCCCCCCCA
=
0BBBBBBBB@
2; 500
1; 200
1; 100
1; 050
550
350
250
1CCCCCCCCA
0BBBBBBBBBBBB@
2; 500
1; 200
1; 100
1; 050
550
350
250
1CCCCCCCCCCCCA
から、
0BBBBBBBBBBBB@
2; 500 0 0 0 0 0 0
0 1; 200 0 0 0 0 0
0 0 1; 100 0 0 0 0
0 0 0 1; 050 0 0 0
0 0 0 0 550 0 0
0 0 0 0 0 350 0
0 0 0 0 0 0 250
1CCCCCCCCCCCCA
を作り、１期の期中の取
引を求めると、
0BBBBBBBBBBBB@
1; 500 250 300 100 100 250 0
100 250 400 50 100 300 0
300 100 200 300 50 50 0
250 150 50 100 0 0 0
100 200 50 0 50 150 0
50 150 50 0 50 500
0 0 0 250 0 0 0
1CCCCCCCCCCCCA
となり、これと０期の次期繰越か
ら１期のＭＢチャートを完成させると、図 29（下図）となる。
図 29 縮小再生産１期（能率型）
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同様にして、１期から２期を作成すると、図 30（下図）となる。
図 30 縮小再生産２期（能率型）
図 31 縮小再生産０期（古典型）
続いて古典型のものを示す。能率型の図28（P40）が、古典型では図31（上図）となる。
古典型の借方係数を求めると、
a =
0BBBBBBBBBB@
0:55556 0:19231 0:27273 0:09524 0:18182 0:3125 0 0:66667
0:03704 0:19231 0:36364 0:04762 0:18182 0:375 0 0:33333
0:11111 0:07692 0:18182 0:28571 0:09091 0:0625 0 0
0:09259 0:11538 0:04545 0:09524 0 0 0 0
0:03704 0:15385 0:04545 0 0:09091 0:1875 0 0
0:01852 0:11538 0:04545 0 0:09091 0:0625 1 0
0 0 0 0:2381 0:36364 0 0 0
0 0 0:04545 0:2381 0 0 0 0
1CCCCCCCCCCA
図 28（P40）の次期繰越から、次期（１期）の貸方合計を求めると、0BBBBBBBBBB@
5:15602 3:76348 4:3935 4:5213 4:42415 4:40179 4:40179 4:69184
1:53494 2:87591 2:26922 2:14616 2:23971 2:26124 2:26124 1:98193
1:26808 1:25868 2:52625 1:69475 1:4503 1:38464 1:38464 1:26494
0:78712 0:81515 0:86594 1:92681 0:81126 0:80842 0:80842 0:79647
0:719 0:94064 0:92828 0:91434 2:07074 1:09196 1:09196 0:79288
0:90076 1:15242 1:15856 1:36829 1:64339 2:2338 2:2338 0:98464
0:44887 0:53613 0:54373 0:79125 0:94615 0:58955 1:58955 0:47796
0:24505 0:2513 0:32101 0:5358 0:25908 0:25542 0:25542 1:24713
1CCCCCCCCCCA
0BBBBBBBBBB@
0
0
100
500
0
0
0
0
1CCCCCCCCCCA
=
0BBBBBBBBBB@
2; 700
1; 300
1; 100
1; 050
550
800
450
300
1CCCCCCCCCCA
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0BBBBBBBBBBBBBBB@
2; 700
1; 300
1; 100
1; 050
550
800
450
300
1CCCCCCCCCCCCCCCA
から、
0BBBBBBBBBBBBBBB@
2; 700 0 0 0 0 0 0 0
0 1; 300 0 0 0 0 0 0
0 0 1; 100 0 0 0 0 0
0 0 0 1; 050 0 0 0 0
0 0 0 0 550 0 0 0
0 0 0 0 0 800 0 0
0 0 0 0 0 0 450 0
0 0 0 0 0 0 0 300
1CCCCCCCCCCCCCCCA
を作り、１期の期中
の取引を求めると、
0BBBBBBBBBBBBBBB@
1500 250 300 100 100 250 0 200
100 250 400 50 100 300 0 100
300 100 200 300 50 50 0 0
250 150 50 100 0 0 0 0
100 200 50 0 50 150 0 0
50 150 50 0 50 50 450 0
0 0 0 250 200 0 0 0
0 0 50 250 0 0 0 0
1CCCCCCCCCCCCCCCA
となり、これと０期の
次期繰越から１期のＭＢチャートを完成させると、図 32（下図）となる。
図 32 縮小再生産１期（古典型）
同様にして、１期から２期を作成すると、図 33（下図）となる。
図 33 縮小再生産２期（古典型）
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図 34 単純再生産０期（古典型）
次に、単純再生産のものを示す。図 34（上図）をもとに計算していく。
借方係数を求めると、
a =
0BBBBBBBBBB@
0:45455  0:22727  0:20833  0:09524  0:18182  0:3 0  0:66667
 0:03636 0:77273  0:33333  0:04762  0:09091  0:1 0  0:33333
 0:10909  0:09091 0:83333  0:28571  0:18182  0:2 0 0
 0:09091  0:13636  0:04167 0:90476 0 0 0 0
 0:05455  0:09091  0:08333 0 0:90909  0:3 0 0
 0:01818  0:04545  0:08333 0  0:0909 1 0:9  1 0
0 0 0 0  0:36364 0 1 0
0 0  0:08333  0:47619 0 0 0 1
1CCCCCCCCCCA
図 34の次期繰越から、次期（１期）の貸方合計を求めると、0BBBBBBBBBB@
5:22119 3:69001 4:41425 4:61715 4:63411 4:67605 4:67605 4:71079
1:32305 2:54799 1:9686 1:80628 1:79271 1:75916 1:75916 1:73136
1:44928 1:41397 2:74616 1:85077 1:92686 1:89275 1:89275 1:43751
0:79077 0:81991 0:86671 1:92666 0:82456 0:82214 0:82214 0:80048
0:81548 0:8593 1:03151 0:8937 2:22431 1:33797 1:33797 0:83009
0:71835 0:76815 0:96384 0:80723 1:48596 2:14542 2:14542 0:73495
0:29654 0:31247 0:37510 0:32498 0:80884 0:48653 1:48653 0:30185
0:49733 0:50826 0:64156 1:07169 0:55322 0:54923 0:54923 1:50097
1CCCCCCCCCCA
0BBBBBBBBBB@
0
0
200
1; 000
0
0
0
0
1CCCCCCCCCCA
=
0BBBBBBBBBB@
5; 500
2; 200
2; 400
2; 100
1; 100
1; 000
400
1; 200
1CCCCCCCCCCA
0BBBBBBBBBBBBBBB@
5; 500
2; 200
2; 400
2; 100
1; 100
1; 000
400
1; 200
1CCCCCCCCCCCCCCCA
から、
0BBBBBBBBBBBBBBB@
5; 500 0 0 0 0 0 0 0
0 2; 200 0 0 0 0 0 0
0 0 2; 400 0 0 0 0 0
0 0 0 2; 100 0 0 0 0
0 0 0 0 1; 100 0 0 0
0 0 0 0 0 1; 000 0 0
0 0 0 0 0 0 400 0
0 0 0 0 0 0 0 1; 200
1CCCCCCCCCCCCCCCA
を作り、１期
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の期中の取引を求めると、
0BBBBBBBBBBBBBBB@
3; 000 500 500 200 200 300 0 800
200 500 800 100 100 100 0 400
600 200 400 600 200 200 0 0
500 300 100 200 0 0 0 0
300 200 200 0 100 300 0 0
100 100 200 0 100 100 400 0
0 0 0 0 400 0 0 0
0 0 200 1; 000 0 0 0 0
1CCCCCCCCCCCCCCCA
となり、これ
と０期の次期繰越から１期のＭＢチャートを完成させると、図 35（下図）となる。
図 35 単純再生産１期（古典型）
この図35は図34（前頁）と全く同じである。これは、いま借方係数を一定としているか
ら、同じ期首残高から同じ結果が得られるのは当然である。以降、借方係数が一定である
限り、同じMBチャートが得られる。
図 36 拡大再生産０期（古典型）
次に、拡大再生産のものを示す。図 36（上図）をもとに計算していく。
45
借方係数を求めると、
a =
0BBBBBBBBBB@
0:51724 0:35714 0:11765 0:03704 0:07143 0:375 0 0:39286
0:03448 0:17857 0:05882 0:03704 0:07143 0:125 0 0:60714
0:10345 0:07143 0:23529 0:03704 0:07143 0:125 0 0
0:08621 0:10714 0:05882 0:07407 0 0 0:66667 0
0:10345 0:10714 0:11765 0 0:07143 0:25 0 0
0:01724 0:03571 0:05882 0 0:07143 0:12500 0:33333 0
0 0 0 0 0:64286 0 0 0
0 0 0:35294 0:81481 0: 0 0 0
1CCCCCCCCCCA
図 34（P34）の次期繰越から、次期（１期）の貸方合計を求めると、0BBBBBBBBBB@
5:53334 4:32657 4:92094 4:81581 4:92916 5:10084 4:91082 4:80066
1:65746 2:82262 2:24875 2:35025 2:24081 2:07506 2:25852 2:36488
1:17315 1:12284 2:51112 1:19778 1:35627 1:40942 1:26832 1:14261
1:30172 1:32054 1:49808 2:40038 1:88619 1:49945 2:10007 1:31315
1:12394 1:12297 1:3399 1:13202 2:33724 1:50131 1:25512 1:12335
0:62255 0:64263 0:79508 0:64098 1:04295 1:91304 1:065 0:63474
0:72253 0:72191 0:86137 0:72773 1:50251 0:96513 1:80686 0:72215
1:47471 1:47229 2:10694 2:37861 2:01558 1:71922 2:15881 2:47324
1CCCCCCCCCCA
0BBBBBBBBBB@
0
0
600
2; 200
0
0
0
0
1CCCCCCCCCCA
=
0BBBBBBBBBB@
13; 547
6; 520
4; 142
6; 180
3; 294
1; 887
2; 118
6; 497
1CCCCCCCCCCA
0BBBBBBBBBBBBBBB@
13; 547
6; 520
4; 142
6; 180
3; 294
1; 887
2; 118
6; 497
1CCCCCCCCCCCCCCCA
から、
0BBBBBBBBBBBBBBB@
13; 547 0 0 0 0 0 0 0
0 6; 520 0 0 0 0 0 0
0 0 4; 142 0 0 0 0 0
0 0 0 6; 180 0 0 0 0
0 0 0 0 3; 294 0 0 0
0 0 0 0 0 1; 887 0 0
0 0 0 0 0 0 2; 118 0
0 0 0 0 0 0 0 6; 497
1CCCCCCCCCCCCCCCA
を作り、
１期の期中の取引を求めると、
0BBBBBBBBBBBBBBB@
7; 007 2; 329 487 229 235 708 0 2; 552
467 1; 164 244 229 235 236 0 3; 945
1; 401 466 975 229 235 236 0 0
1; 168 699 244 458 0 0 1; 412 0
1; 401 699 487 0 235 472 0 0
234 233 244 0 235 236 706 0
0 0 0 0 2; 118 0 0 0
0 0 1; 462 5; 035 0 0 0 0
1CCCCCCCCCCCCCCCA
となり、これと０期の次期繰越から１期のＭＢチャートを完成させると、図37（次頁上図）
となる。
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図 37 拡大再生産１期（古典型）
同様にして、１期から２期を作成すると、図 38（下図）となる。
図 38 拡大再生産２期（古典型）
以上、産業連関分析を行ったが、やはり借方係数ないしは貸方係数が一定という仮定の
制約が大きい。産業連関分析であるから波及効果も計算できるが、ここでも勘定間の比率
が一定という仮定となる。ある経営戦略のもとではこの仮定を置くのも可能だが、違った
経営戦略のための分析、すなわち、勘定間に比率一定を無視し、むしろある勘定を変える
ことで他の勘定にどのような影響を知りたい場合もある。この分析を行うのが、次節の3.2
線形計画法および次々節の 3.3統計学との融合である。
3.2 線形計画法
行列簿記は行列の形式をとっているため、線形計画法との相性も良い。線形計画法につ
いては越村 [2] [3] [6]では言及されていない。行列簿記と線形計画法について言及している
のは田中 [14]ぐらいである。もっとも田中 [14]でも計算の途中過程を掲載しておらず、ま
だ研究途上である。本節では、この分野の研究を進めていく。計算例としては、田中 [14]
に倣うこととする。
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3.2.1 行列簿記の制約条件
計算例に先立って、行列簿記における線形計画の制約条件について述べる。線形計画で
は制約条件が設けられるが、行列簿記に着目すると２種類の制約に区別される。１つは、
経営者の意思とは無関係に必要な制約である。例えば、固定資産の原価率など自ずと数値
が定まるものである。もう１つは、経営者の意思から設けた制約である。例えば、原価率
の幅を設けて、その定めた範囲は守るものである。
3.2.2 行列簿記の目的関数
前述の制約条件のもと目的関数の最大化ないしは最小化を図る。
図 39 線形計画法MBチャート
田中 [14]のMBチャートは図39（上図）の形をとっている。今回のMBチャートは今まで
のMBチャートと貸借が反転（転置）されている。このように反転（転置）した理由は、
ボックス内のアルファベット順を仕訳の貸借の順に一致させるためだと推測できる。例え
ば、BCは（借方）Bond/（貸方）Cashである。田中 [14]の線形計画において、目的関数は、
CE +RE +GE  EF  EP  EDであるが、これは当期純利益である。この当期純利益の
利益最大化を図る。
目的関数の設定は、経営者の自由である。コストの最小化に注目して、例えば、製造原
価の最小化を図ることも可能である。よって、行列簿記の線形計画法においては、比較的
自由に経営者が分析を行うことができる。
3.2.3 計算例
それでは田中 [14]を例に、行列簿記における線形計画法の計算例を見ていく。前提とし
て、前期繰越として図 40（次頁）が与えられている。
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図 40 前期繰越
制約条件として田中 [14]は以下の制約を課している。
1)　CE   0:00229BC + 0:00229CB = 27:48
2)　CB≦ 12; 000
3)　CR≦ 6; 999
4)　BC≦ 7; 260
5)　RE   3:76RG = 0
6)　GE   1:1GM = 0
7)　GM≦ 1; 300
8)　GM≦ 1; 499
9)　RG≦ 4; 200
10)　RG≦ 4; 032
11)　LC≦ 4; 400
12)　PC   EP ≦ 3; 592
13)　EF = 216:58
14)　EP  GE   0:0309EP + 0:0309PC   0:0291CL = 2; 798:7968
15)　ED   0:544 + 0:544 =  10
16)　  CB   CR  CL  CE +BC + PC +DC + LC≦ 3; 260
17)　RG GM  GE≦ 462
18)　GM  MP ≦ 299
19)　DC   ED = 2; 922
これに加え、予想売上高3,700,000とした田中 [14]の計算結果が図41（次頁上図）である。
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図 41 田中 [14]計算結果
私がExcelで同じく田中 [14]を計算してみたところ図 42（下図）となった。
図 42 Excelの計算結果
田中 [14]の図41と私の図42との違いは田中 [14]がLoanを返しているのに対し、私のは返し
ていない。当期純利益に関しては一致している。田中 [14]の計算結果を調べてみると、制約
条件１が厳密な＝でない（近い数字ではある）など私と導出過程が多少異なると推測でき
る。しかしながら両者で計算結果が異なるものの、行列簿記の線形計画法において次のこと
がいえる。第一に、制約条件を変えるなどして繰り返し計算し、試行錯誤しながらの分析が
できる。第二に、本計算例の場合、Loanの返済を行わないと翌期で利息の支払いがあるた
め、より有用な分析には前節の産業連関分析のように複数期にわたる分析も必要である。
以上が、行列簿記における線形計画法である。勘定間の比率が一定だった産業連関表に
対し、線形計画法では経営者の意思で勘定間の比率を設けられるため、前者よりも後者の
方が分析の自由度が高いともいえる。ただし計算が複雑になり、特にExcelで計算を行うに
はシートを組むなどの手間を必要とする。更に分析の自由度か高いのが、次節の行列簿記
と統計学との融合である。
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3.3 統計学との融合
本節では、行列簿記と統計学との融合について述べる。行列簿記の形式を活用して今ま
でとは違った角度で分析することは、前節3.1、前々節3.2に続き同じである。もっとも統計
学との融合の方が使えるツールの幅が広いため、分析の自由度は今までの分析のなかでは
一番高い。そのため統計学との融合といっても、その手法は様々であり、アイデアの数だ
けある。以下では、私のアイデアを列挙していく。残念ながら具体的な計算例を示すこと
はできなかったが、どれも行列簿記の企業分析として有用な方法である。
3.3.1 時系列分析
行列は形式が整っており、加減の計算が視覚的に分かりやすい。そのため行列簿記で
は、取引毎で切り貼りできる。これは1.2.3簡単な取引例（P7）を思い出せば分かる。まだ
行列簿記が実用化されていないので、絵に描いた餅だが、例えばERPシステムのように取
引毎に条件を検索でき、経営者が分析したい取引だけを抽出し、それを時系列分析するこ
とができる。2行列簿記の有用性を活かし、今までの時系列分析とは違った角度からの分
析が可能となる。
3.3.2 クロスセクショナル分析
行列簿記でクロスセクショナル分析を行うことを考える。ただし、クロスセクショナル
分析といっても企業間ではなく、事業部間が想定される。なぜなら、行列簿記が企業間で
していないことに加え、情報の非公開から情報不足では行列簿記を復元できるのは従来の
財務諸表レベルにとどまるからである。行列簿記が第三者に関する分析に弱く、身内に関
する分析に向いているのは前述した通りである。さて、事業部間のクロスセクショナル分
析であるが、今まで述べてきた行列簿記の利点に加え、行列簿記はストックとフローの流
れが見やすいため、効率的な事業部間のやり取りの把握が期待できる。
3.3.3 相関関係
行列簿記は勘定間の関係が把握しやすい。これに統計学を応用し、相関関係をうまく利用
することで有用な分析が可能である。例えば、売上と経費の関係について、複数の勘定間を
横断する分析が可能である。従来の分析では、相関関係の計算を組むのが行列のように整備
されておらず複雑であったが、行列簿記ではこれが容易かつ結果が視覚的に分かりやすい。
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3.3.4 モンテカルロ法
前小々節の相関関係に加え、行列簿記にモンテカルロ法はなじみやすい。不確実性を考
慮し、行列簿記のMBチャートにおいて、あるボックスを確率変数ととることを考える。
行列簿記の場合、勘定間の関係を結びつけることが容易であるから、この確率変数に応
じ、その他のボックスの数値も連動させることができる。
以上が、行列簿記と統計学との融合であるが、この分野の研究はまだまだ進展の余地が
ある。具合的な計算例を示し、実務に直結した研究が必要である。本章までで行列簿記の
研究を終えた。よって、最終章の次章では、本論文の研究意義を総括するとともに、行列
簿記の今後の展望を述べる。
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4 行列簿記の今後の展望
本章は本論文の最終章である。本章では、まず、これまでの章を総括し、本論文の研究
意義を確かめる。なお、副次的研究意義についても触れる。その後、本論文で及ばなかっ
たことも含め行列簿記の課題を述べ、今後における行列簿記の展望を述べる。
4.1 研究意義の総括
今までの本論文をまとめる。まず1行列簿記の基本事項では、行列簿記の企業分析に必
要な基本的な知識を述べた。行列簿記を改めて体系化できたことは続いて、2行列簿記の
有用性で行列簿記の特徴を明確にし、どのように行列簿記を活用することが有用であるか
を述べた。そして3行列簿記による企業分析は、本論文のメインの章であったが、行列簿記
の企業分析を実際に具体的な数値を用いて示した。
本論文の意義は、「行列簿記が企業分析の有用なツールである」ことを提示することであ
るが、まだ課題は残るものの、提示できたと考えている。特に、産業連関分析は先行研究
では考えとしてはあったが、本論文のレベルで計算したものはないため、今後、行列簿記
を活用していくうえで参考となる。その他、線形計画法や統計学との融合も産業連関分析
の研究進展と比べれば小さいものの、行列簿記の新たな試みを含み、更なる進展が期待で
きる。よって、本論文の研究意義は目標を達成できたと結論づける。
4.2 副次的研究意義の総括
本論文にはいわば副次的研究意義が２つあった。啓蒙性と学術性の２つである。この点
についても総括する。
まず、行列簿記の有用性を世の人々に理解してもらう啓蒙的な面を総括する。はじめの
一歩として、より多くの人に本論文を目にしてもらえれば、すなわち、少なくとも、本論
文の表題や冒頭を読んでもらい、行列簿記の存在でも認知してもらえれば、御の字であ
る。さらには1行列簿記の基本事項以降も読んでいただき、「行列簿記とは何か？」を理解
し、本論文の意義も認識してもらえれば、幸いである。また、行列簿記に触れることに
よって、会社経営における財務情報の在り方について何かヒントを皆さんが得られること
を期待する。上記のことが達成できたのなら、啓蒙性の研究意義が達成できたと考えるこ
とができる。私は一学生にすぎず、権威がないため、どれほどの人が本論文を読んでくれ
るか分からない。しかし、ひょんなことから本論文が注目され、より多くの方が行列簿記
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の有用性を認識してくださることを望む。
次に、新たな行列利用の手法を提示する学術的な面を総括する。3行列簿記による企業
分析では、先行研究にない新たな行列利用の手法を示せた。よって、学術性の研究意義は
達成できた。行列簿記に限らず、行列を用いた分析は有用なツールであるから、多くの新
たな行列利用の手法が生まれることを望む。計算パッケージが確立すれば、それは行列簿
記の計算にも恩恵がある。
4.3 行列簿記の課題と今後
行列簿記の課題と今後を、理論面と実用面の二方向から述べる。
まず、理論面について述べる。正直、理論的な研究課題を挙げればきりがない。なぜな
ら研究に終わりはないからである。3.3統計学との融合（P51）のように、行列簿記は応用
の範囲が広く、さらなる研究が望まれる。そもそも3.3統計学との融合では具体例を示しけ
れていないので、これを示す必要がある。
このように研究課題が尽きないが、本論文で個人的に一番心残りを述べる。それは、さ
らなる行列利用である。本論文では、行列の成分計算にとどまっている。極端な話、計算
だけなら従来の方法でも本論文のような企業分析は行える*8。やはり行列ならではの分析
ができれば望まれる。例えば、行列の行列式やトレース、固有値といったものである。上
記の考察について、本文に記載できるレベルではないが、私のできる限りの研究は行った
ので付録Cおよび付録Dを用意した。もっとも付録とはいえ、その質の高さは自負すると
ころである。
次に実用面について２つ述べる。１つは、市民権を得ることである。行列簿記が企業分
析の有用なツールであることを提示することが本論文の意義であったが、まず行列簿記が
有用なツールだと世間に認めらてもらうことが大切である。もう１つは、行列簿記の理論
をより確立させるとともに、具体的な計算例、実証例を増やすことである。
この実用面における２つの課題は同時進行で乗り越えていくものである。行列簿記に関
する知識を利用者が身につけるとともに、分析が容易に行えるように、例えばExcelでシー
トを組んだり、パッケージ化したりすることが必要である。今はERPといった経理の機械
化が進んでいるため、うまく行列簿記を組み込むことは以前に比べ容易だと考える。行列
簿記によるコンピュータ会計が実現すれば、前述した3.3.1時系列分析や3.3.2クロスセク
*8 誤解のないように註釈するが、行列簿記を用いず従来の財務諸表から本論文のような分析を行うのは非常に困難であ
る。
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ショナル分析の有効性は高まる。また監査の観点からも行列簿記を用いれば、循環取引を
見抜けるとなれば功績は大きい。
本論文で、行列簿記が企業分析の有用なツールであることを示したことで、微力ながら、
行列簿記理論・実用化の発展に携わったわけであるが、まだまだ不十分である。今後とも
行列簿記理論・実用化が進み、行列簿記が企業分析のツールとして当たり前になる日が来
ることを望む。
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付録 A 「行列簿記とは何か？」を認知させるには
本論文の本文で述べた通り、本論文に工夫を要したのは、認知度の低い行列簿記をいか
に読み手に説明することであった。本文では、くどいと思い割愛したが、本付録では「行
列簿記とは何か？」の説明を「携帯電話とは何か？」になぞらえること試みる。
携帯電話が開発されて間もない頃に、「携帯電話によるビジネス連絡網」と題して、携帯
電話はビジネス連絡網の有用なツールであることを提言するレポートがあるとしよう。こ
のとき「携帯電話とは何か？」の問いに対して、どのように答えればよいだろうか？ 何に
役立つかという観点から「固定電話と違い、外出先での電話が可能」で足りるか？ より携
帯電話のことを知るには、電波といった歴史的経緯や原理といった携帯電話の仕組みを説
明する必要がある。また携帯電話のより便利な使い方や携帯電話の課題もあるわけだか
ら、さらなる説明が必要となる。
行列簿記は企業分析の有用なツールであることを提言する本論文では、「行列簿記とは
何か？」の問いに答えることになる。このとき携帯電話と同じ項目の説明が必要となり、
まとめると図 43となる。
図 43 携帯電話になぞらえた章立て
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付録 B 行列簿記に関する数学定理
本論文では、産業連関分析を模して、行列簿記による企業分析をおこなった。しかし、
本文では、数学的厳密性を無視した。よって、本付録では、その厳密性について補足する。
なお、数学的厳密性という言葉では分かりにくいかもしれない。先の見通しを良くする
ためにも、ここで私が話にしたい２点を以下に述べる。１つは、本文では行列の計算で逆
行列が求まることを当たり前のように計算したが、この当たり前は本当なのかを確認す
る。もう１つは、計算結果が経済学的に意味があることを確認する。すなわち、産業連関
分析では、投入量や産出量が負ということはありえない。同様に、行列簿記でも取引量が
負ということはありえない。実をいうと、1.2行列簿記のフォーマット（P5～）では、各数
字が非負であるように設定していた。
なお、本論文では、負だから貸借が逆という意味にはならず、単なる何かの間違いである*9。
B.1 結論
結論を先に述べよう。行列簿記においても、数学的厳密性は担保される。もっとも、担保
されるのは、産業連関分析を模して、行列簿記による企業分析をおこなったのだから当然
である。すなわち、もともとの産業連関分析が体系化されており、数学的厳密性が担保さ
れることが分かっているから、行列簿記でも数学的厳密性が担保されるのは当然である。
以下では、産業連関分析と同様に、行列簿記でも数学的厳密性は担保されることを述べ
ていく。
B.2 産業連関分析のモデルと行列簿記
産業連関分析のモデルは、投入係数の行列をA、最終需要の列ベクトルをF、国内生産額
の列ベクトルをXとおくと、
AX + F =X
となる。これをXについて解くと、
X = (I  A) 1F（I は単位行列）
となるわけだが、ここで冒頭に述べた２点に注意する必要がある。１点目は、逆行列の存
在であった。ここでいうと、(I  A) 1が存在しなければならない。２点目は、計算結果が
*9 もちろん、負だから貸借が逆という行列簿記を作ることも可能である。むしろ、そのような行列簿記も付録 Cに鑑み、
さらなる行列利用を目指すには必要である。実際、越村 [9]では、正負で貸借を区別する計算を行なっている。
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経済学的に意味があることであった。ここでいうと、国内生産額の列ベクトルXが非負で
なければならない。
さて、行列簿記を見てみると、能率型（P29～）では、
U + aX =X
これを変形したものが、
X = [I   a] 1U 　（I は単位行列）
であった。古典型（P35～）では、
P + aT = T
これ変形したものが、
T = [I   a] 1P 　（I は単位行列）
であった。ここでも同様に先の２点に注意する必要がある。
産業連関分析のモデルと行列簿記ともに類似の問題であることが分かった。もっとも、こ
の問題は次で述べるホーキンス・サイモンの条件とソローの列和条件が解決してくれる。
B.3 ホーキンス・サイモンの条件と行列簿記
本節では、ホーキンス・サイモンの条件（以下、HS条件）が行列簿記でも適用できるこ
とを述べる。
X = (I  A) 1F（I は単位行列）
における先の２点の問題を満たしてくれる必要十分条件がHS条件である。HS条件につい
ては、チャン [1]のものを引用すると、
（a）n×nの行列Bで、bij≦ 0　 i 6= j（つまり、非対角要素は非正）
（b）n× 1のベクトルd≧ 0（すべての要素は非負）
が与えられれば、もし
Bm > 0　（m = 1; 2; :::; n）
であれば、つまりもしBの先導的主座小行列式がすべて正であれば、そしてそのと
きにのみ、Bx = dを満たすn× 1のベクトルのx≧ 0が存在する。
である。産業連関分析のモデルについてはこれを適用できるわけであるが、行列簿記にも
適用できること確認する。
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まず、前述HS条件の（a）について確認する。前述HS条件のBは、本文の行列簿記にお
けるI   a（借方係数であればb）のことである。ここで1.2行列簿記のフォーマット（P5
～）の説明過程から分かるようにaないしはbの成分は非負である。よって、I   aにおけ
る非対角要素が非正であることは自明である。したがって、行列簿記において前述HS条件
のうち（a）に関しては常にいえる。
次に、前述HS条件の（b）について確認する。前述HS条件のdは、本文の行列簿記におけ
る能率型ではU、古典型ではP のことである。ここでUとP は期首残高であるから非負で
あり、行列簿記において前述HS条件のうち（b）に関しても常にいえる。
以上より行列簿記においても前述HS条件の（a）（b）が成り立つ。あとは、I   aの先導
的主座小行列式がすべて正であれば、先の２点の問題が解消できる。しかし（a）（b）と違
い、I   aの先導的主座小行列式がすべて正であるかは自明ではない。この点については、
次節で本文の例におけるHS条件が成り立つかにとどめる。
B.4 本文における HS条件の確認
本節では、本文における能率型（P32～）古典型（P32～）を例にHS条件が実際に成り立
つのかを確認する。もっとも、本論文の本文では計算が問題なくできたのであるから、結
果的にHS条件成立は分かっている。
まずは、能率型について確認する。本文における能率型の I   bは、
I   b =
0BBBBBB@
0:47778  0:72727  1:6  1:8  0:25 0
 0:03333 0:63636  0:2  0:4  0:125 0
 0:02222  0:09091 0:6 0 0 0
 0:02222  0:09091 0 0:8  0:125 0
 0:04444  0:09091 0  0:4 0:875 0
0 0  1:2 0 0 1
1CCCCCCA
であった。（太字は正を強調）これを、
I   b =
0BBBBBB@
1  b11  b12  b13  b14  b15  b16
 b21 1  b22  b23  b24  b25  b26
 b31  b32 1  b33  b34  b35  b36
 b41  b42  b43 1  b44  b45  b46
 b51  b52  b53  b54 1  b55  b56
 b61  b62  b63  b64  b65 1  b66
1CCCCCCA
とおく。ではHS条件の先導的主座小行列式がすべて正であるかを確認していく。先導的
主座小行列式は以下のように、 1  b11  0:48 > 0
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1  b11  b12 b21 1  b22
  0:28 > 0

1  b11  b12  b13
 b21 1  b22  b23
 b31  b32 1  b33
  0:13 > 0

1  b11  b12  b13  b14
 b21 1  b22  b23  b24
 b31  b32 1  b33  b34
 b41  b42  b43 1  b44
  0:070 > 0
1  b11  b12  b13  b14  b15
 b21 1  b22  b23  b24  b25
 b31  b32 1  b33  b34  b35
 b41  b42  b43 1  b44  b45
 b51  b52  b53  b54 1  b55

 0:037 > 0

1  b11  b12  b13  b14  b15  b16
 b21 1  b22  b23  b24  b25  b26
 b31  b32 1  b33  b34  b35  b36
 b41  b42  b43 1  b44  b45  b46
 b51  b52  b53  b54 1  b55  b56
 b61  b62  b63  b64  b65 1  b66

 0:036 > 0
とすべて正になるので、HS条件が成り立つことが確認できた。
次に、古典型について確認する。本文における古典型の I   aは、
I   a =
0BBBBBBBB@
0:47778  0:15789  0:06897  0:14286  0:5 0  1
 0:08889 0:78947  0:03448  0:07143  0:125 0 0
 0:08889  0:05263 0:93103 0 0  0:66667 0
 0:1  0:10526 0 0:92857  0:250 0
 0:02222  0:05263 0  0:07143 0:875  0:33333 0
0 0 0  0:64286 0 1 0
0  0:42105  0:82759 0 0 0 1
1CCCCCCCCA
であった。（太字は正を強調）これを、
I   a =
0BBBBBBBB@
1  a11  a12  a13  a14  a15  a16  a17
 a21 1  a22  a23  a24  a25  a26  a27
 a31  a32 1  a33  a34  a35  a36  a37
 a41  a42  a43 1  a44  a45  a46  a47
 a51  a52  a53  a54 1  a55  a56  a57
 a61  a62  a63  a64  a65 1  a66  a67
 a71  a72  a73  a74  a75  a76 1  a77
1CCCCCCCCA
とおく。ではHS条件の先導的主座小行列式がすべて正であるかを確認していく。先導的
主座小行列式は以下のように、
1  a11  0:48 > 0
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1  a11  a12 a21 1  a22
  036 > 0

1  a11  a12  a13
 a21 1  a22  a23
 a31  a32 1  a33
  0:33 > 0

1  a11  a12  a13  a14
 a21 1  a22  a23  a24
 a31  a32 1  a33  a34
 a41  a42  a43 1  a44
  0:29 > 0
1  a11  a12  a13  a14  a15
 a21 1  a22  a23  a24  a25
 a31  a32 1  a33  a34  a35
 a41  a42  a43 1  a44  a45
 a51  a52  a53  a54 1  a55

 0:23 > 0

1  a11  a12  a13  a14  a15  a16
 a21 1  a22  a23  a24  a25  a26
 a31  a32 1  a33  a34  a35  a36
 a41  a42  a43 1  a44  a45  a46
 a51  a52  a53  a54 1  a55  a56
 a61  a62  a63  a64  a65 1  a66

 0:20 > 0

1  a11  a12  a13  a14  a15  a16  a17
 a21 1  a22  a23  a24  a25  a26  a27
 a31  a32 1  a33  a34  a35  a36  a37
 a41  a42  a43 1  a44  a45  a46  a47
 a51  a52  a53  a54 1  a55  a56  a57
 a61  a62  a63  a64  a65 1  a66  a67
 a71  a72  a73  a74  a75  a76 1  a77

 0:093 > 0
とすべて正になるので、HS条件が成り立つことが確認できた。上記２つ以外にも、本論文
における数値例はいずれもHS条件が成り立っている。
HS条件の先導的主座小行列式がすべて正であるかは自明でないと述べたが、HS条件を
満たす十分条件であるソローの列和条件が知られている。次節では、このソローの列和条
件を見ていく。
B.5 ソローの列和条件と行列簿記
本節では、HS条件成立の十分条件であるソローの列和条件が行列簿記でも適用できるこ
とを述べる。
ここで、ソローの列和条件は、HS条件成立の十分条件であることに注意する必要があ
る。すなわち、ソローの列和条件が成り立っていれば、必ずHS条件は成り立つ。逆に、HS
条件が成り立っていても、ソローの列和条件を必ずしも成り立つとはいえない。次節で数
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値例を実際に確認するが、本論文において能率型および古典型はソローの列和条件を満た
していない。しかし前節で確認したとおりHS条件は満たしている。実は、本論文における
能率型の形式では、ソローの列和条件を満たすか自明ではない。また古典型は、明らかに
満たさない。なお、産業連関分析においては、ソローの列和条件を基本的に満たしている
ので、その点の行列簿記との違いも述べる。
前置きはこのぐらいにして、ソローの列和条件は、
nX
i=1
ai;j < 1; j = 1; 2; :::; n（貸方係数であれば b）
である。すなわち、aないしはbの列和がすべて１未満であればよい。では、本論文におけ
る能率型と古典型の形式に注目して、ソローの列和条件が成り立つか考察する。
まず、能率型であるが、図26（P30）におけるそれぞれの文字式の関係に注目してみる。
これと式の導出過程から、列和が必ずしも１未満とならないのは少し考えてみれば分か
る。少し考えてみればというのは、数学的厳密性に欠けるが、反例を１つ挙げてみる。通
常それぞれの勘定の借方合計とか貸方合計が同じにならないが、いま収益の借方合計
とか貸方合計が同じ場合を考える。このとき、図 26（P30）におけるX4 = Y5であり、
nX
i=1
ai;5 = 1となり、ソローの列和条件を満たさない。
次に古典型であるが、図27（P35）におけるそれぞれの文字式の関係に注目してみる。古
典型はソローの列和条件を明らかに満たさないが、このことを示す。古典型の合計欄はそ
れぞれの行列で等しい。フローの欄に注目して、フローの前期・次期繰越は０であるから、
必ず
nX
i=1
ai;4 = 1、
nX
i=1
ai;5 = 1、
nX
i=1
ai;6 = 1が成り立つ。よって、古典型はソローの列和条
件を明らかに満たさない。
B.6 本文におけるソローの列和条件の確認
本節では、本文における能率型（P32～）古典型（P32～）を例にソローの列和条件が実際
に成り立つかを確認する。
まず、能率型であるが、
b =
0BBBBBB@
0:52222 0:72727 1:6 1:8 0:25 0
0:03333 0:36363 0:2 0:4 0:125 0
0:02222 0:09091 0:4 0 0 0
0:02222 0:09091 0 0:2 0:125 0
0:04444 0:09091 0 0:4 0:125 0
0 0 1:2 0 0 0
1CCCCCCA
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における列和はそれぞれ
6X
i=1
bi;1 = 0:644444444 < 1;　
6X
i=1
bi;2 = 1:363636364≧ 1;　
6X
i=1
bi;3 = 3:4≧ 1
6X
i=1
bi;4 = 2:8≧ 1;　
6X
i=1
bi;5 = 0625 < 1;　
6X
i=1
bi;6 = 0 < 1
であり、ソローの列和条件を満たさない。
次に、能率型であるが、
a =
0BBBBBBBB@
0:52222 0:15789 0:06897 0:14286 0:5 0 1
0:08889 0:21053 0:03448 0:07143 0:125 0 0
0:08889 0:05263 0:06897 0 0 0:66667 0
0:1 0:10526 0 0:07143 0:25 0 0
0:02222 0:05263 0 0:07143 0:125 0:33333 0
0 0 0 0:64286 0 0 0
0 0:42105 0:82759 0 0 0 0
1CCCCCCCCA
における列和はそれぞれ
7X
i=1
ai;1 = 0:82 < 1;　
7X
i=1
ai;2 = 1≧ 1;　
7X
i=1
ai;3 = 1≧ 1
7X
i=1
ai;4 = 1≧ 1;　
7X
i=1
ai;5 = 1≧ 1;　
7X
i=1
ai;6 = 1≧ 1;　
7X
i=1
ai;7 = 1≧ 1
であり、ソローの列和条件を満たさない。
B.7 行列簿記における行列形式の是非
本節では、前節を踏まえ、行列簿記における行列形式の是非について述べる。すなわち、
産業連関分析においてはソローの列和条件をほぼ満たすのに対し、行列簿記は必ずしもソ
ローの列和条件を満たすわけではないことの是非を考察する。
本文では、行列簿記と産業連関表の異同について深く触れなかったが、本付録では少し
触れてみる。研究において大事なのは異同のうち異なる部分である。なぜなら、この異な
る部分により違いが生まれるからである。行列簿記と産業連関表において大きく異なる点
は以下の３点だと私は考えている。
１点目は、行列簿記はストックとフローが一枚の表に合わさっている点である。これ
は、ストックである資本構造表とフローである投入産出表が分かれている産業連関表とは
異なる。２点目は、フローのやりとりが、産業連関表においては部門間のやりとりである
のに対し、行列簿記においては勘定間のやりとりである点である。欄の設定が違うともい
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える。３点目は、行列簿記は簿記の操作、すなわち前期・次期繰越を表現している点であ
る。産業連関表においては当期の情報だけで、前期や当期の情報を示していない。
以上が、行列簿記と産業連関表において大きく異なる点であるが、これより行列簿記の
利用に長所・短所が出てくる。長所の一例は、上記の１点目と３点目により、本文でも述
べている2.1.1一覧性につながっていく。一方、短所の一例は、前節から分かるように、行
列簿記においてソローの列和条件が効果を発揮しない。本論文の分析では、行列簿記でも
問題なく計算できたので上記は実務においては問題ないかもしれない。しかし付録Cにも
つながるが、さらなる行列利用のためには行列簿記の改良は必要である。例えば、ソロー
の列和条件が効果を発揮するように行列簿記を改良することが考えられる。能率型と古典
型を折衷するような型がうまくいくのでないかと私は推測している。
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付録 C さらなる行列利用を目指して
本付録では、本論文の本文で触れられなかった行列簿記における行列固有の分析への追求
について述べる。本論文では、行列の成分計算にとどまっている。極端な話、計算だけなら
従来の方法でも本論文のような企業分析は行える*10。やはり行列ならではの分析ができれ
ば望まれる。例えば、行列の行列式やトレース、固有値といったものである。上記の考察に
ついて、本文に記載できるレベルではないが、私のできる限りの研究は行ったので、本付録
および付録Dを用意した。もっとも付録とはいえ、その質の高さは自負するところである。
C.1 行列のパターンを読み解く
本論文の行列で重要なのは借方係数aと貸方係数bである。なぜなら、これらが取引の挙
動を表していると考えることができるからである。よって、この行列から何らかのパター
ンが読み取れれば取引の挙動をつかむことができる。その読み取る手段として、行列固有
の手法を利用できないかを考察することが本付録の試みである。
C.2 本付録の結論
本付録の結論を先に述べる。行列固有の手法を用いれば、借方係数aと貸方係数bにおけ
る取引の挙動を読み取ることができる。実際、付録Dで分析を試みているので、次付録も
必見である。以下では本付録に関して私が試みた３つのアプローチを述べ、最後に本付録
の総括をする。
C.3 アプローチ１：産業連関分析からの借用
１つ目のアプローチは、産業連関分析からの借用である。そもそも本論文は産業連関分析
を模した分析を行ったため、同様に、本付録でも産業連関分析からの借用かを考えた。私
の判断では、産業連関分析からの借用可否は不明である。可能であるとしても一筋縄では
いかない。なぜなら、前節のB.7行列簿記における行列形式の是非でも述べたように、あく
まで行列簿記と産業連関表は類似しているだけで、まったく同じではないからである。例
えば、産業連関分析の動学モデルを借用するとしたら、これに行列簿記をうまくのせる必
要がある。本論文では、研究未了のため、このアプローチを達成させるには至らなかった。
*10 誤解のないように註釈するが、行列簿記を用いず従来の財務諸表から本論文のような分析を行うのは非常に困難であ
る。
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C.4 アプローチ２：行列計算を行う科学研究からの借用
２つ目のアプローチは、行列計算を行う科学研究からの借用である。行列計算の応用は
様々な科学研究で行われている。例えば、粒子力学といった物理学だ。行列簿記への借用
可否であるが、これまた産業連関分析と同様に不明である。むしろ不明の度合いが産業連
関分析より強い。なぜなら行列簿記と産業連関表は類似する点もあったが、行列計算を行
う科学研究と行列簿記とは別物の色合いが強まるからである。ただし行列計算を行う科学
研究では産業連関分析よりも行列計算のレパートリーが豊富であり、参考にする面は多
い。もっとも行列計算を行う科学研究に関して私は門外漢であり、本論文では、このアプ
ローチを達成させるまでには至らなかった。
C.5 アプローチ３：数学としての線形代数の計算をヒントに
３つ目のアプローチは、数学としての線形代数の計算をヒントに行列簿記の行列計算を考
えるものである。これも前２つのアプローチと同様に、行列簿記への可否は不明である。
本節は具体例として２つ、推移行列と連立差分（ないしは微分）方程式について述べる。
まず、推移行列であるが、借方係数aと貸方係数bが推移行列の意味合いを持つかの判断
が難しい。私見では両者は異なるものだと考えている。なぜなら推移行列は行列簿記のよ
うに二元性を示していないからである。推移行列は行か列の一方を切り口にみる。例え
ば、推移確立行列では行和か列和のどっちかを１として確率過程としてみるが、行と列の
両方向からみるわけではない。ただし借方係数aと貸方係数bを確率過程に沿うように変
形することは可能であると推測できる。前付録のB.5ソローの列和条件と行列簿記（P61）
の過程を考えれば、借方係数aと貸方係数bを変形して行和と列和を１とすることは可能
であると推測できる。このように工夫すれば推移行列を行列簿記へ応用できるかもしれな
いが、いずれにせよ本段階では研究未了のため不明である。
次に、連立差分（ないしは微分）方程式について述べる。行列簿記は前期・次期繰越欄を
設けていることから、その差の関係から連立差分（ないしは微分）方程式を立てられない
かと期待できる。この連立差分（ないしは微分）方程式は、行列簿記への応用可に関して
良い線をいっていると推測する。実はアプローチ１の産業連関分析からの借用も、この連
立差分（ないしは微分）方程式に類す。しかし、前期・次期繰越欄といってもストックは引
き継がれるが、フローは引き継がれないため、本論文のフォーマットでは連立差分（ない
しは微分）方程式を立式することは難しい。総量としてのフローを分析のために残す工夫
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が必要である可能性がある。この連立差分（ないしは微分）方程式については研究の進展
に成功したため、付録Dを参照することを勧める。
C.6 本付録の総括
上記に鑑み、最も伝えたいメッセージは、「行列簿記において行列固有の計算を行うに
は、既存のものをそのまま応用することは難しく、行列簿記に何らかの工夫を要する」こ
とである。この何らかの工夫を施した行列簿記を付録Dで紹介する。
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付録 D 行列の特色を活かした計算に向けた新しい型の行列簿記
D.1 新しい型の行列簿記
　
図 44 新しい型の行列簿記
図 44（上図）のような新しい型の行列簿記を用意した。特徴は２点ある。
１点目は、本論文の本文でいうところの能率型と古典型を合わせた点である。すなわ
ち、全体としての型は能率型であるが、純益欄ではなく損益欄と古典型になっている。後
ほどの計算過程で分かるが、この型をとることで借方方程式と貸方方程式の両方をダミー
変数を用いずに作ることができる。
２点目は、ストック・フローともに累計とし、次期に繰り越すことにした点である。こ
の型をとることで線形定係数同次差分方程式を立式することができる。
D.2 新しい型の貸方方程式
本論文の本文と同様に、貸方方程式と借方方程式を作る。
まずは貸方方程式を導出する。借方係数は、
a =
0BBBBBB@
0:405172414 0:1 0:058823529 0:071428571 0:25 0
0:068965517 0:133333333 0:029411765 0:035714286 0:0625 0
0:068965517 0:033333333 0:058823529 0 0 0:333333333
0:077586207 0:066666667 0 0:035714286 0:125 0
0:017241379 0:033333333 0 0:035714286 0:0625 0:166666667
0 0 0 0:321428571 0 0
1CCCCCCA
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であり、　C0 =
0BBBBBBBBBB@
5; 800
1; 500
1; 700
1; 400
800
900
1CCCCCCCCCCA
　および　C1 =
0BBBBBBBBBB@
11; 600
3; 000
3; 400
2; 800
1; 600
1; 800
1CCCCCCCCCCA
　と置くと、
C0 + aC1 = C1
となる。ここでC0とC1の添字が１ずれているのは時期のズレである。先ほどの式をさら
に変形すると、（逆行列の存在については後述）
C1 = [I   a] 1C0
となる。これを一般化すれば、
Ct = [I   a] 1Ct 1
となり、貸方方程式が導出された。
さて、
C2 = [I   a] 1C1 = ([I   a] 1)2C0
と変形していくと、
Ct = ([I   a] 1)tC0
が導出される。よって、いま借方係数aと初期状態C0 は所与であるから、([I  a] 1)t の部
分が計算できれば、t期における各勘定の累計を求めることができる。また、本論文の本文と
同様にそのt期のMBチャートを作成できる。以下では、この([I  a] 1)t の計算について検
討していく。実はこの計算に行列特有の計算、すなわち固有値と固有ベクトルが使われる。
ではまず、保留していた逆行列 [I   a] 1の存在を確認する。実際に計算してその実在を
確認することも可能だが、付録B行列簿記に関する数学定理（P57～）に鑑み、HS条件を確
認する。
I a =
0BBBBBB@
0:594827586  0:1  0:058823529  0:071428571  0:25 0
 0:068965517 0:866666667  0:029411765  0:035714286  0:0625 0
 0:068965517  0:033333333 0:941176471 0 0  0:333333333
 0:077586207  0:066666667 0 0:964285714  0:125 0
 0:017241379  0:033333333 0  0:035714286 0:9375  0:166666667
0 0 0  0:321428571 0 1
1CCCCCCA
であり、付録BにおけるHS条件（a）を満たす。なおHS条件（b）についても上記から分か
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るように、成分は非負であるから満たす。ここで、
I   a =
0BBBBBB@
1  a11  a12  a13  a14  a15  a16
 a21 1  a22  a23  a24  a25  a26
 a31  a32 1  a33  a34  a35  a36
 a41  a42  a43 1  a44  a45  a46
 a51  a52  a53  a54 1  a55  a56
 a61  a62  a63  a64  a65 1  a66
1CCCCCCA
と置き、HS条件の先導的主座小行列式がすべて正であるかを確認していく。先導的主座小
行列式は以下のように、 1  a11  0:59 > 0
1  a11  a12 a21 1  a22
  0:51 > 0

1  a11  a12  a13
 a21 1  a22  a23
 a31  a32 1  a33
  0:47 > 0

1  a11  a12  a13  a14
 a21 1  a22  a23  a24
 a31  a32 1  a33  a34
 a41  a42  a43 1  a44
  0:45 > 0
1  a11  a12  a13  a14  a15
 a21 1  a22  a23  a24  a25
 a31  a32 1  a33  a34  a35
 a41  a42  a43 1  a44  a45
 a51  a52  a53  a54 1  a55

 0:41 > 0

1  a11  a12  a13  a14  a15  a16
 a21 1  a22  a23  a24  a25  a26
 a31  a32 1  a33  a34  a35  a36
 a41  a42  a43 1  a44  a45  a46
 a51  a52  a53  a54 1  a55  a56
 a61  a62  a63  a64  a65 1  a66

 0:41 > 0
とすべて正になるので、HS条件が成り立つことが確認できた。なお、この新しい型のMB
チャートでもソローの列和条件を満たすかは自明ではない。なぜなら、フロー項目に関し
ては前期累計と次期累計が０でない限り、その列和は１未満となるが、ストック項目は貸
借の大小により必ずしも列和が１未満になるとは限らないからである。もっとも本数値例
では上式においてソローの列和条件がたまたま成り立っている。実際に先ほどの列和を見
てみると、
7X
i=1
ai;1 = 0:637931034 < 1;　
7X
i=1
ai;2 = 0:366666667 < 1;　
7X
i=1
ai;3 = 0:147058824 < 1
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7X
i=1
ai;4 = 0:5 < 1;　
7X
i=1
ai;5 = 0:5 < 1;　
7X
i=1
ai;6 = 0:5 < 1
であり、いずれも１未満となっている。実は、本付録の数値例において、貸方方程式では
ソローの列和条件を満たすが、次節の借方方程式ではソローの列和条件を満たさない。産
業連関分析ではソローの列和条件を基本的には満たすので、この点は行列簿記における今
後の課題である。
いずれにせよ、上記より、I   aの逆行列は存在することが分かったわけだが、実際に計
算すると、
[I a] 1 =
0BBBBBB@
1:764029139 0:243225955 0:117852632 0:200302471 0:51332983 0:124839182
0:155977606 1:184240699 0:046756122 0:072668355 0:130232522 0:037290794
0:152955065 0:072153002 1:074314473 0:139312578 0:064173228 0:368800362
0:159611876 0:108824931 0:013376521 1:072227137 0:19278178 0:036589137
0:053188917 0:056943736 0:005103799 0:108384358 1:099097875 0:184884245
0:051303817 0:034979442 0:004299596 0:344644437 0:061965572 1:011760794
1CCCCCCA
となる。では、いよいよ ([I   a] 1)tを求めていく。[I   a] 1の対角化を試みるため、
[I  a] 1の固有値・固有ベクトルを求める。固有値iとそれに対応する固有ベクトルｓiは、
1 = 2;　 s1 =
0BBBBBB@
0:892942
0:2309333
0:2617244
0:2155377
0:1231644
0:13856
1CCCCCCA
2 = 0:9518121 + 0:1142715i（iは虚数）;　 s2 =
0BBBBBB@
0:2622885 + 0:0540764i
0:1150048 + 0:0462556i
 0:7922378
0:1027937 + 0:0960434i
 0:3784010  0:0108515i
0:1588867  0:3113409i
1CCCCCCA
3 = 0:9518121  0:1142715i;　 s3 =
0BBBBBB@
0:2622885 + 0:0540764i
0:1150048 + 0:0462556i
 0:7922378
0:1027937 + 0:0960434i
 0:3784010  0:0108515i
0:1588867  0:3113409i
1CCCCCCA
4 = 1:1807213;　 s4 =
0BBBBBB@
 0:6592883
0:1277579
0:5013141
0:1263586
0:459697
0:265355
1CCCCCCA
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5 = 1:0433314;　 s5 =
0BBBBBB@
 0:2879639
 0:2836319
0:8518247
0:0056534
0:3302697
0:0437533
1CCCCCCA
6 = 1:0779933;　 s6 =
0BBBBBB@
 0:3360194
 0:4316224
0:6922591
0:0316873
0:4480496
0:1407758
1CCCCCCA
これらの固有ベクトルの成分をもとに、
S = [s1　 s2　 s3　 s4　 s5　 s6]
を作り、S 1[I   a] 1Sで [I   a] 1は対角化され、これをQとおくと、
Q =
0BBBBBB@
1 0 0 0 0 0
0 2 0 0 0 0
0 0 3 0 0 0
0 0 0 4 0 0
0 0 0 0 5 0
0 0 0 0 0 6
1CCCCCCA
となり、
Qt =
0BBBBBB@
t1 0 0 0 0 0
0 t2 0 0 0 0
0 0 t3 0 0 0
0 0 0 t4 0 0
0 0 0 0 t5 0
0 0 0 0 0 t6
1CCCCCCA
さて、([I   a] 1)tの計算を目標としていた。ここで
([I   a] 1)t = (I   a] 1)(I   a] 1)・・・(I   a] 1)
= S([S 1[I   a] 1S)(S 1[I   a] 1S)・・・(S 1[I   a] 1S)S 1
= SQtS 1
であるから、いま求めてきたSとQtを用いてこれを計算できる。
以上から、
Ct = ([I   a] 1)tC0
= SQtS 1C0
をさらに求めていくと、
Ct = c1s1
t
1 + c2s2
t
2 + c3s3
t
3 + c4s4
t
4 + c5s5
t
5 + c6s6
t
6
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となる。ここで、cn(n = 1; 2:::6)はベクトルS 1C0のn要素である。
以上を実際に求めていく。
S 1C0 =
0BBBBBB@
c1
c2
c3
c4
c5
c6
1CCCCCCA =
0BBBBBB@
6495:383
 0:0000008 + 0:0000047i
 0:0000008  0:0000047i
 0:0000033
0:0000067
 0:0000084
1CCCCCCA
であるから、
c1s1 =
0BBBBBB@
5; 800
1; 500
1; 700
1; 400
800
900
1CCCCCCA ;　 c2s2 =
0BBBBBB@
 0:0000005 + 0:0000012i
 0:0000003 + 0:0000005i
0:0000006  0:0000037i
 0:0000005 + 0:0000004i
0:0000004  0:0000018i
0:0000013 + 0:0000010i
1CCCCCCA
c3s3 =
0BBBBBB@
 0:0000005  0:0000012i
 0:0000003  0:0000005i
0:0000006 + 0:0000037i
 0:0000005  0:0000004i
0:0000004 + 0:0000018i
0:0000013  0:0000010i
1CCCCCCA ;　 c4s4 =
0BBBBBB@
0:0000022
 0:0000004
 0:0000017
 0:0000004
 0:0000015
 0:0000009
1CCCCCCA
c5s5 =
0BBBBBB@
 0:0000019
 0:0000019
0:0000057
0:0000000378
0:0000022
0:0000003
1CCCCCCA ;　 c6s6 =
0BBBBBB@
0:0000028
0:0000036
 0:0000058
 0:0000003
 0:0000038
 0:0000012
1CCCCCCA
となり、
Ct =
0BBBBBB@
5; 800
1; 500
1; 700
1; 400
800
900
1CCCCCCA
t
1 +
0BBBBBB@
 0:0000005 + 0:0000012i
 0:0000003 + 0:0000005i
0:0000006  0:0000037i
 0:0000005 + 0:0000004i
0:0000004  0:0000018i
0:0000013 + 0:0000010i
1CCCCCCA
t
2 +
0BBBBBB@
 0:0000005  0:0000012i
 0:0000003  0:0000005i
0:0000006 + 0:0000037i
 0:0000005  0:0000004i
0:0000004 + 0:0000018i
0:0000013  0:0000010i
1CCCCCCA
t
3
+
0BBBBBB@
0:0000022
 0:0000004
 0:0000017
 0:0000004
 0:0000015
 0:0000009
1CCCCCCA
t
4 +
0BBBBBB@
 0:0000019
 0:0000019
0:0000057
0:0000000378
0:0000022
0:0000003
1CCCCCCA
t
5 +
0BBBBBB@
0:0000028
0:0000036
 0:0000058
 0:0000003
 0:0000038
 0:0000012
1CCCCCCA
t
6
貸方方程式の計算については以上である。
なお、固有値
1 = 2;　2 = 0:9518121 + 0:1142715i;　3 = 0:9518121  0:1142715i
4 = 1:1807213;　5 = 1:0433314;　6 = 1:0779933
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と上式の関係から式の安定性等を分析することが可能である。このように行列ならではの
計算が行列簿記でも可能であることが分かった。
D.3 新しい型の借方方程式
同様にして、借方方程式についても求めていく。貸方係数は、
b =
0BBBBBB@
0:317567568 0:363636364 0:8 0:321428571 0:125 0
0:02027027 0:181818182 0:1 0:0714285710:0625 0
0:013513514 0:045454545 0:2 0 0 0
0:013513514 0:045454545 0 0:035714286 0:0625 0:5
0:027027027 0:045454545 0 0:071428571 0:0625 0
0 0 0:6 0 0:1875 0
1CCCCCCA
であり、　D0 =
0BBBBBBBBBB@
7; 400
1; 100
500
1; 400
800
900
1CCCCCCCCCCA
　および　D1 =
0BBBBBBBBBB@
14; 800
2; 200
1; 000
2; 800
1; 600
1; 800
1CCCCCCCCCCA
　と置くと、
D0 + bD1 =D1
となる。式をさらに変形すると、（逆行列の存在については後述）
D1 = [I   b] 1D0
となる。これを一般化すれば、
Dt = [I   b] 1Dt 1
となり、貸方方程式が導出された。
さて、
D2 = [I   b] 1D1 = ([I   b] 1)2D0
と変形していくと、
Dt = ([I   b] 1)tD0
が導出される。
さて、保留していた逆行列 [I   b] 1の存在を確認する。HS条件を確認すると、
I   b =
0BBBBBB@
0:682432432  0:363636364  0:8  0:321428571  0:125 0
 0:02027027 0:818181818  0:1  0:071428571  0:0625 0
 0:013513514  0:045454545 0:8 0 0 0
 0:013513514  0:045454545 0 0:964285714  0:0625  0:5
 0:027027027  0:045454545 0  0:071428571 0:9375 0
0 0  0:6 0  0:1875 1
1CCCCCCA
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であり、付録BにおけるHS条件（a）を満たす。なおHS条件（b）についても上記から分か
るように、成分は非負であるから満たす。ここで、
I   b =
0BBBBBB@
1  b11  b12  b13  b14  b15  b16
 b21 1  b22  b23  b24  b25  b26
 b31  b32 1  b33  b34  b35  b36
 b41  b42  b43 1  b44  b45  b46
 b51  b52  b53  b54 1  b55  b56
 b61  b62  b63  b64  b65 1  b66
1CCCCCCA
と置き、HS条件の先導的主座小行列式がすべて正であるかを確認していく。先導的主座小
行列式は以下のように、 1  b11  0:68 > 0
1  b11  b12 b21 1  b22
  0:55 > 0

1  b11  b12  b13
 b21 1  b22  b23
 b31  b32 1  b33
  0:43 > 0

1  b11  b12  b13  b14
 b21 1  b22  b23  b24
 b31  b32 1  b33  b34
 b41  b42  b43 1  b44
  0:45 > 0
1  b11  b12  b13  b14  b15
 b21 1  b22  b23  b24  b25
 b31  b32 1  b33  b34  b35
 b41  b42  b43 1  b44  b45
 b51  b52  b53  b54 1  b55

 0:37 > 0

1  b11  b12  b13  b14  b15  b16
 b21 1  b22  b23  b24  b25  b26
 b31  b32 1  b33  b34  b35  b36
 b41  b42  b43 1  b44  b45  b46
 b51  b52  b53  b54 1  b55  b56
 b61  b62  b63  b64  b65 1  b66

 0:37 > 0
とすべて正になるので、HS条件が成り立つことが確認できた。なお、ソローの列和条件に
関しては貸方方程式と同様の説明である。実際に先ほどの列和を見てみると、
7X
i=1
bi;1 = 1:9≧ 1;　
7X
i=1
bi;2 = 0:44 < 1;　
7X
i=1
bi;3 = 0:26 < 1
7X
i=1
bi;4 = 0:66 < 1;　
7X
i=1
bi;5 = 0:21 < 1;　
7X
i=1
bi;6 = 0:79 < 1
75
であり、
7X
i=1
bi;1は１以上であり、ソローの列和条件を満たしていない。もっとも、本付録
の数値例において、借方方程式では、ソローの列和条件は満たしていないものの、先ほど
確認したようにHS条件は満たすので、I   bの逆行列は存在する。実際に計算すると、
[I b] 1 =
0BBBBBB@
1:554503664 0:84990631 1:888810401 0:608182528 0:365291331 0:304091264
0:04952071 1:27106694 0:252989253 0:118893802 0:111156191 0:059446901
0:029072185 0:086576238 1:29627997 0:017028683 0:012486154 0:008514342
0:04132467 0:114126142 0:458149343 1:073490414 0:192033434 0:536745207
0:05036407 0:094824617 0:101624954 0:105087484 1:097218098 0:052543742
0:026886574 0:069725358 0:796822661 0:029921113 0:213220086 1:014960557
1CCCCCCA
となる。
さて、[I   b] 1の対角化を試みるため、[I   b] 1の固有値・固有ベクトルを求める。固有
値 iとそれに対応する固有ベクトルxiは、
1 = 2;　 x1 =
0BBBBBB@
 0:9760739
 0:1099887
 0:052885
 0:1323733
 0:0848174
 0:0875715
1CCCCCCA
2 = 0:9606834 + 0:0754357i;　 x2 =
0BBBBBB@
 0:4511814  0:0741992i
 0:1639969  0:0286249i
0:0454469 + 0:0270619i
0:8067317
 0:217097  0:1622833i
 0:0718170 + 0:1760026i
1CCCCCCA
3 = 0:9606834 + 0:0754357i;　 x3 =
0BBBBBB@
 0:4511814 + 0:0741992i
 0:1639969 + 0:0286249i
0:0454469  0:0270619i
0:8067317
 0:217097 + 0:1622833i
 0:0718170  0:1760026i
1CCCCCCA
4 = 1:1787421;　 x4 =
0BBBBBB@
0:9235135
 0:2730642
 0:0108519
 0:2547926
 0:0430626
 0:075282
1CCCCCCA
5 = 1:1037054 + 0:1360797i;　 x5 =
0BBBBBB@
 0:4510062  0:1473401i
 0:2073416  0:2545705i
 0:0068269 + 0:1532357i
0:7074718
 0:0058349  0:2783766i
0:14561 + 0:2105081i
1CCCCCCA
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6 = 1:1037054 + 0:1360797i;　 x6 =
0BBBBBB@
 0:4510062  0:1473401i
 0:2073416  0:2545705i
 0:0068269 + 0:1532357i
0:7074718
 0:0058349  0:2783766i
0:14561 + 0:2105081i
1CCCCCCA
これらの固有ベクトルの成分をもとに、
X = [x1　 x2　 x3　 x4　 x5　 x6]
を作り、X 1[I   b] 1Xで [I   b] 1は対角化され、これをRとおくと、
R =
0BBBBBB@
1 0 0 0 0 0
0 2 0 0 0 0
0 0 3 0 0 0
0 0 0 4 0 0
0 0 0 0 5 0
0 0 0 0 0 6
1CCCCCCA
となり、
Rt =
0BBBBBB@
t1 0 0 0 0 0
0 t2 0 0 0 0
0 0 t3 0 0 0
0 0 0 t4 0 0
0 0 0 0 t5 0
0 0 0 0 0 t6
1CCCCCCA
ここで、
([I   b] 1)t = (I   b] 1)(I   b] 1)・・・(I   b] 1)
=X([X 1[I   b] 1X)(X 1[I   b] 1H)・・・(X 1[I   b] 1S 1
=XRtX 1
であるから、
Dt = ([I   b] 1)tD0
=XRtX 1D0
をさらに求めていくと、
Dt = d1x1
t
1 + d2x2
t
2 + d3x3
t
3 + d4x4
t
4 + d5x5
t
5 + d6x6
t
6
となる。ここで、dn(n = 1; 2:::6)はベクトルX 1D0のn要素である。
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以上を実際にこれを求めていく。
X 1D0 =
0BBBBBB@
d1
d2
d3
d4
d5
d6
1CCCCCCA
=
0BBBBBB@
 24184:052
6740:232  26555:514i
6740:232 + 26555:514i
 19843:484
9665:4851  15428:375i
9665:4851 + 15428:375i
1CCCCCCA
であるから、
d1x1 =
0BBBBBB@
7; 400
1; 100
500
1; 400
800
900
1CCCCCCA ;　 d2x2 =
0BBBBBB@
1703:9293 + 882:709i
491:21731 + 197:21403i
 145:1099  139:33622i
 2517:5343  667:464i
599:88349 + 655:21604i
296:51953  438:92098i
1CCCCCCA
d3x3 =
0BBBBBB@
1703:9293  882:709i
491:21731  197:21403i
 145:1099 + 139:33622i
 2517:5343 + 667:464i
599:88349  655:21604i
296:51953 + 438:92098i
1CCCCCCA ;　 d4x4 =
0BBBBBB@
553:57228 + 2131:449i
96:534481 + 1011:5963i
345:20149  397:96219i
 1868:2906  1682:1434i
 492:40754 + 835:43516i
139:66916  906:75926i
1CCCCCCA
d5x5 =
0BBBBBB@
553:57228  2131:449i
96:534481  1011:5963i
345:20149 + 397:96219i
 1868:2906 + 1682:1434i
 492:40754  835:43516i
139:66916 + 906:75926i
1CCCCCCA ;　 d6x6 =
0BBBBBB@
6182:5476
 1702:1409
 127:74297
 1021:2117
188:27152
 272:65507
1CCCCCCA
となり、
Dt =
0BBBBBB@
7; 400
1; 100
500
1; 400
800
900
1CCCCCCA 
t
1 +
0BBBBBB@
1703:9293 + 882:709i
491:21731 + 197:21403i
 145:1099  139:33622i
 2517:5343  667:464i
599:88349 + 655:21604i
296:51953  438:92098i
1CCCCCCA 
t
2 +
0BBBBBB@
1703:9293  882:709i
491:21731  197:21403i
 145:1099 + 139:33622i
 2517:5343 + 667:464i
599:88349  655:21604i
296:51953 + 438:92098i
1CCCCCCA 
t
3
+
0BBBBBB@
553:57228 + 2131:449i
96:534481 + 1011:5963i
345:20149  397:96219i
 1868:2906  1682:1434i
 492:40754 + 835:43516i
139:66916  906:75926i
1CCCCCCA 
t
4 +
0BBBBBB@
553:57228  2131:449i
96:534481  1011:5963i
345:20149 + 397:96219i
 1868:2906 + 1682:1434i
 492:40754  835:43516i
139:66916 + 906:75926i
1CCCCCCA 
t
5 +
0BBBBBB@
6182:5476
 1702:1409
 127:74297
 1021:2117
188:27152
 272:65507
1CCCCCCA 
t
6
借方方程式の計算については以上である。
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なお、貸方方程式でも述べたように、
1 = 2;　2 = 0:9606834 + 0:0754357i;　3 = 0:9606834  0:0754357i
4 = 1:1037054 + 0:1360797i;　5 = 1:1037054  0:1360797i;　6 = 1:1787421
と上式の関係から式の安定性等を分析することが可能である。
以上より、貸方方程式と借方方程式の数値例を含めた導出が完了した。式の安定性等な
らびに両式を組み合わせることで、本論文の本文に加えて様々な分析が可能になった。次
節では、導出された式に関して、私が試みた考察を紹介する。
D.4 導出された式の考察
D.2（P68）で貸方方程式をD.3（P74）で借方方程式を導出した。今一度、両者を並べて
みると以下のようになる。
貸方方程式は、
Ct =
0BBBBBB@
5; 800
1; 500
1; 700
1; 400
800
900
1CCCCCCA
t
1 +
0BBBBBB@
 0:0000005 + 0:0000012i
 0:0000003 + 0:0000005i
0:0000006  0:0000037i
 0:0000005 + 0:0000004i
0:0000004  0:0000018i
0:0000013 + 0:0000010i
1CCCCCCA
t
2 +
0BBBBBB@
 0:0000005  0:0000012i
 0:0000003  0:0000005i
0:0000006 + 0:0000037i
 0:0000005  0:0000004i
0:0000004 + 0:0000018i
0:0000013  0:0000010i
1CCCCCCA
t
3
+
0BBBBBB@
0:0000022
 0:0000004
 0:0000017
 0:0000004
 0:0000015
 0:0000009
1CCCCCCA
t
4 +
0BBBBBB@
 0:0000019
 0:0000019
0:0000057
0:0000000378
0:0000022
0:0000003
1CCCCCCA
t
5 +
0BBBBBB@
0:0000028
0:0000036
 0:0000058
 0:0000003
 0:0000038
 0:0000012
1CCCCCCA
t
6
1 = 2;　2 = 0:9518121 + 0:1142715i;　3 = 0:9518121  0:1142715i
4 = 1:1807213;　5 = 1:0433314;　6 = 1:0779933
借方方程式は、
Dt =
0BBBBBB@
7; 400
1; 100
500
1; 400
800
900
1CCCCCCA 
t
1 +
0BBBBBB@
1703:9293 + 882:709i
491:21731 + 197:21403i
 145:1099  139:33622i
 2517:5343  667:464i
599:88349 + 655:21604i
296:51953  438:92098i
1CCCCCCA 
t
2 +
0BBBBBB@
1703:9293  882:709i
491:21731  197:21403i
 145:1099 + 139:33622i
 2517:5343 + 667:464i
599:88349  655:21604i
296:51953 + 438:92098i
1CCCCCCA 
t
3
+
0BBBBBB@
553:57228 + 2131:449i
96:534481 + 1011:5963i
345:20149  397:96219i
 1868:2906  1682:1434i
 492:40754 + 835:43516i
139:66916  906:75926i
1CCCCCCA 
t
4 +
0BBBBBB@
553:57228  2131:449i
96:534481  1011:5963i
345:20149 + 397:96219i
 1868:2906 + 1682:1434i
 492:40754  835:43516i
139:66916 + 906:75926i
1CCCCCCA 
t
5 +
0BBBBBB@
6182:5476
 1702:1409
 127:74297
 1021:2117
188:27152
 272:65507
1CCCCCCA 
t
6
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1 = 2;　2 = 0:9606834 + 0:0754357i;　3 = 0:9606834  0:0754357i
4 = 1:1037054 + 0:1360797i;　5 = 1:1037054  0:1360797i;　6 = 1:1787421
上式は、線形定係数同次差分方程式であるが、気なる点が２点ある。１点目は、各勘定
の時間経路がどうなるかである。２点目は、経済学的意味である。複素数 iがどのような意
味を持つかが気になる。
まず、１点目の各勘定の時間経路に関して述べる。差分方程式の解において時間経路と
しては、まず振動するか否かの２パターンに別れる。振動する場合は、収束・発散・一定の
振幅の３通りある。同様に、振動しない場合も、収束・発散・一定の振幅の３通りある。
よって、時間経路は６通り存在する。残念ながら本付録では、上記の貸方方程式と借方方
程式に関する時間経路を細かく調べるには至らなかった。以下のように、t→1のチェッ
クだけに留める。
t→1のとき、
t1→1;　2→ 0;　3→ 04→1;　5→1;　6→1
に留意して、貸方方程式は、
Ct→
0BBBBBB@
5800
1500
1700
1400
800
900
1CCCCCCA
t
1 +
0BBBBBB@
0:0000022
 0:0000004
 0:0000017
 0:0000004
 0:0000015
 0:0000009
1CCCCCCA
t
4 +
0BBBBBB@
 0:0000019
 0:0000019
0:0000057
0:0000000378
0:0000022
0:0000003
1CCCCCCA
t
5 +
0BBBBBB@
0:0000028
0:0000036
 0:0000058
 0:0000003
 0:0000038
 0:0000012
1CCCCCCA
t
6
ここで、Ct =
0BBBBBBBBBB@
C1(t)
C2(t)
C3(t)
C4(t)
C5(t)
C6(t)
1CCCCCCCCCCA
と置くと、Cn(t)　 (n = 1; 2:::6)の時間経路はiの大小とその係数
の大小による。今これを調べるには研究未了だが、私の予想を述べる。Cn(t)は累計である
から単調に増加していき発散するのではないかと予想する。実際、第一項の支配が大きい
気がする。
同様に、t→1のとき、
1→1;　2→ 0;　3→ 0;　4→ 0;　5→ 0;　6→1
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に留意して、借方方程式は、
Dt→
0BBBBBB@
7; 400
1; 100
500
1; 400
800
900
1CCCCCCA 
t
1 +
0BBBBBB@
6182:5476
 1702:1409
 127:74297
 1021:2117
188:27152
 272:65507
1CCCCCCA 
t
6
ここで、Dt =
0BBBBBBBBBB@
D1(t)
D2(t)
D3(t)
D4(t)
D5(t)
D6(t)
1CCCCCCCCCCA
と置くと、Dn(t)　 (n = 1; 2:::6)の時間経路は iの大小とその係
数の大小による。今これを調べるには研究未了だが、私の予想を述べる。Cn(t)は累計であ
るから単調に増加していき発散するのではないかと予想する。実際、第一項の支配が大き
い気がする。
続いて、２点目の経済学的意味について述べる。複素数 iがどのような意味を持つかが本
付録で気になる。経済学的意味を考えると各勘定科目は複素数 iを含まないはずである。
t = 0のとき、確かに検算すると複素数 iを含まない。t > 0のとき、複素数 iの扱いは研究未
了である。もっとも、各勘定科目は複素数 iを含まないことを考えると、複素数 iは相殺さ
れて０となることが予想できる。なお、さきほどの t→1とした場合には、複素数 iを含む
固有値は０に収束し、不都合が生じない。
以上が、導出された式の考察である。本節の考察以外にも、例えば、貸方方程式と借方
方程式の各勘定の差をとってみるなど考察は尽きない。研究未了のため、上記の記述にと
どまるが今後の研究に期待する。
D.5 本付録の総括
本付録で、行列簿記においても行列ならではの活用、すなわち固有値の活用を示せた功
績は大きい。もっとも本付録はその一例にすぎず、その考察も不十分なため、今後の研究
に期待する。
これはまだ仮定であるが、財務諸表から本付録のような分析を行うことで、企業の挙動が
分かるのであれば、その分析は非常に興味深い。固有値から振動の有無や発散・収束が分か
るとすれば、従来の複式簿記では分析できない大発見である。これを研究未了で本論文に
おいて確認できなかったのは残念であるが、繰り返しになるが、今後の研究に期待する。
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おわりに
私が行列簿記を知ったのは、大学３年生のときに指導教授である藤森頼明先生から越
村 [3]を紹介されたからである。学士論文は行列簿記とは違うテーマを選択したが、行列簿
記を知って以来、機会があれば行列簿記について論文を書きたいと考えていた。なぜな
ら、本論文でも述べたが、行列簿記は非常に面白い理論であり、この理論がこのまま埋も
れるのは勿体無い、この理論を世に知らしめたいと考えたからである。
大学院への進学が決まると同時に、私は本論文を書くことを決意した。そして今、本論文
を書き終わったところであるが、率直な感想として感無量である。研究意義を達成できたこ
とを嬉しく思うとともに、大学院での私の集大成として本論文を形に残せたことを嬉しく
思う。もっとも、まだ研究課題もあり、研究を続行したい気持ちもある。ともあれ、本論
文のでき具合は自負するところであり、自画自賛したい、それほど清々しい気分である。
執筆中に感じていたことは、越村氏の偉大さである。越村氏の先行研究には、その端々
に越村氏の工夫が感じられた。私自身、越村氏に会ったことはないが、どこか越村氏に感
情移入するところがあり、行列簿記に対する熱い思いは研究が進むにつれ強くなっていっ
た。主査の佐々木宏夫先生ならびに副査の鈴木孝則先生には、本論文に愛が感じられると
評価されたが、非常にありがたいお言葉である。是非とも行列簿記が再び世間の目の当た
りになることを望む。行列簿記が企業分析のツールとして当たり前になる日が来ることに
なれば最高である。
いよいよ本論文の最後になるが、私を指導してくださった佐々木先生、鈴木先生、藤森先
生に感謝する。本論文執筆にあたり非常に有益な助言をいただいた。私は周囲の人に恵まれ
ている。師、家族、友とこれまでの人生において多くの人に支えていただいた。今春からい
よいよ学生という身分から社会人になる。今後とも面白い人生を送れればと願っている。
２０１３年２月２５日
　
アカデミック精神は永遠に
　
鶴見　東洋　
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